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三
好
氏
と
戦
国
期
の
法
華
宗
教
団

ー
永
禄
の
規
約
を
め
ぐ
っ

て
l

は
じ
め
に

法
華
宗
（
日
蓮
宗
）
や
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
な
ど
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
た
仏
教
、

い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
が
、
比
叡
山
や
高
野
山
な
ど
顕
密
仏
教
か
ら
自
立
し
、
教

団
と
し
て
の
実
態
を
持
ち
始
め
た
の
は
戦
国
時
代
で
あ
る
。
そ
う
し
た
実
態
に
即

し
て
、
法
華
宗
や
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
「
戦
国
仏
教
」
と
す
る
概
念
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。

特
に
室
町
時
代
の
首
都
京
都
に
お
い
て
、
法
華
宗
の
各
門
流
は
有
力
な
町
衆
の

帰
依
を
背
崇
に
勢
力
を
拡
大
し
、
顕
密
仏
教
の
代
表
で
あ
る
比
叡
山
延
暦
寺
や
室

町
幕
府
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
権
力
と
の
関
係
が
重
要
に
な
っ
て
い

っ
た
。

戦
国
期
か
ら
豊
臣
期
の
京
都
に
お
け
る
法
華
宗
教
団
の
動
向
を
、
河
内
将
芳
氏

の
研
究
よ
り
ま
と
め
る
。
京
都
に
お
い
て
信
徒
を
拡
大
す
る
法
務
宗
は
、
比
叡
山

と
宗
教
的
、
思
想
的
に
対
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
比
叡
山
に
よ
る
末
寺
化
を
拒
否

し
た
た
め
、
十
五
世
紀
後
半
よ
り
比
叡
山
か
ら
度
々
弾
圧
を
受
け
、
武
力
に
よ
っ

て
対
抗
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
法
華
宗
と
比
叡
山
の
対
立
に
対
し
て
、

天

野

忠

幸

幕
府
や
六
角
氏
な
ど
の
武
家
権
力
は
、
天
文
法
撃
の
乱
や
治
中
還
住
問
題
な
ど
、

様
々
な
局
面
で
比
叡
山
の
立
場
を
擁
護
し
た
。
や
が
て
、
永
徐
八
年

（一五
六
五
）
、

将
軍
足
利
義
輝
が
殺
害
さ
れ
武
家
権
力
が
混
迷
す
る
と
、
法
華
宗
で
は
史
上
は
じ

め
て
寺
院
や
門
流
の
枠
を
越
え
た

一
宗
と
し
て
の
惣
的
な
結
合
体
と
し
て
、
共
有

の
文
書
と
財
産
を
保
有
す
る

「京
都
十
六
本
山
会
合
」
が
成
立
す
る
。
そ
し
て
、

法
華
宗
教
団
は
、
武
力
（
法
務
一
挨
）
で

一
方
に
合
力
す
る
関
係
か
ら
、
贈
与
経
済

を
媒
介
に
多
属
的
関
係
を
取
り
結
ぶ
段
階
に
移
行
す
る
。
し
か
し
、
織
田
信
長
は
、

洛
中
勧
進
な
ど
京
都
の
都
市
民
衆
を
組
織
的
に
把
握
す
る
法
華
宗
の
存
在
を
危
倶

し
た
。
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
、
信
長
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
安

土
宗
論
に
お
い
て
、
法
華
宗
は
浄
土
宗
に
敗
北
し
、
信
長
に
多
額
の
礼
金
を
徴
収

さ
れ
、
詫
証
文
に
よ
り
存
続
を
許
可
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
織
田
政
権
は
比
叡

山
な
ど
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
法
華
宗
教
団
と
の
関
係
を
直
接
規
定
し
た
。
豊
臣

政
権
は
、
安
土
宗
論
の
詫
証
文
を
破
棄
し
、
寺
院
か
ら
の
訴
え
や
相
論
な
ど
に
受

動
的
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
朱
印
地
を
与
え
る
な
ど
積
極
的
な
関
係
構
築
を

図
っ
て
い
く
。

法
華
宗
寺
院
は
、
東
山
大
仏
千
僧
会
に

「新
人
宗
」
の
一

員
と
し
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て
動
員
さ
れ
る
一
方
で
、
顕
密
寺
院
と
同
格
の
地
位
を
得
る
に
至
っ
た
。

本
稿
で
は
、
比
叡
山
や
武
家
権
力
と
法
華
宗
の
対
立
的
な
側
面
が
重
視
さ
れ
る
段

階
に
成
立
し
た

「京
都
十
六
本
山
会
合
」
に
着
目
し
た
い
。
そ
の
前
年
の
永
禄
七
年

に
法
華
宗
教
団
内
部
で
は
一
致
派
と
勝
劣
派
の
教
義
上
の
対
立
を
越
え
た
和
睦
で

あ
る
「
永
禄
の
規
約
」
が
、
当
時
京
都
を
支
配
し
て
い
た
武
家
で
あ
る
＝
一
好
氏
の
調

停
に
よ
り
成
立
し
た
。
こ
の
「
永
禄
の
規
約
」
は
、

「京
都
十
六
本
山
会
合
」
が
成
立

す
る
前
提
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
新
史
料
が
み
つ
か
っ
た
「
永
禄
の
規
約
」

の
成
立
過
程
を
検
討
し
、
法
華
宗
と
三
好
氏
双
方
に
と
っ
て
の
意
義
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
戦
国
期
に
お
け
る
武
家
権
力
と
「
戦
国
仏
教
」
の
関
係
を
再
評
価
し
た
い
。

「
永
禄
の
規
約
」

の
再
検
討

（1
）
成
立
過
程
の
確
認

「
永
禄
の
規
約
」
と
は
、
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
に
京
都
の
法
華
宗
十
五
本
山

の
間
で
結
ぼ
れ
た
信
仰
上
の
取
り
決
め
で
、
教
義
の
解
釈
に
よ
る
勝
劣
派
と
一
致

派
の
対
立
を
解
消
し
和
睦
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
た
。

こ
の

「永
禄
の
規
約
」
に
関
し
て
は
、

一
次
史
料
が
断
片
的
に
し
か
残
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
従
来
は
寛
保
三
年

（一

七
回
三
）
以
前
に
成
立
し
た

「本
能
寺
文

書

「
永
禄
七
年
和
睦
之
記
録
濫
鱗
」
に
多
く
を
依
拠
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

永
禄
七
年
に
京
都
の
本
国
寺

（
一
致
派
六
条
門
流
）
の
日
勝
が
両
派
の
相
論
を
三
好

長
慶
や
松
永
久
秀
を
介
し
て
将
軍
足
利
義
輝
に
訴
え
出
て
、

主
に
松
永
久
秀
の
仲

介
に
よ
り
和
睦
が
成
立
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
解
は
、

本

能
寺
文
書
』

「両
山
歴
譜
」
が
相
論
の
訴
え
を
永
様
六
年
と
記
載
し
て
い
る
こ
と

と
整
合
性
が
と
れ
ず
、
ま
た
後
述
の

【
史
料
1
｝
を
永
禄
七
年
と
比
定
す
る
な
ど

問
題
が
残
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
、
都
守
基

一
氏
は
新
史
料
を
発
見
し
、
永
禄
六
年
な
い

し
そ
れ
以
前
に
発
生
し
た
関
東
に
お
け
る
宗
論
が
永
禄
七
年
の
京
都
に
お
け
る
和

睦
の
前
提
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
都
守
氏
は
、
元
禄
三
年

（
一
六
九

O
）
以
前
に
書
写
さ
れ
た
岡
山
県

「法
泉
寺
文
書
』
所
蔵
の
妙
顕
寺

（
一
致
派
日
像

門
流
）
旧
蔵

「
永
禄
之
旧
規
勝
劣

一
致
和
睦
之
次
第
案
文
」
と

「本
闇
寺
文
書
』
の

一
次
史
料
か
ら
、
上
総
園
東
金
の
領
主
で
あ
る
酒
井
胤
敏

（勝
劣
派
日
什
門
流
妙
満
寺

末
）
が
平
賀
本
土
寺

（
一
致
派
日
朗
門
流
）
の
末
寺
を
奪
い
取
っ
た
事
件
に
、
こ
の
宗

論
は
端
を
発
す
る
と
し
て
い
討
。

都
守
氏
が
主
張
す
る

「永
禄
の
規
約
」
に
至
る

過
程
を
ま
と
め
て
お
く
。
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永
禄
六
年
六
月
、
松
永
久
秀
は
京
都
の
本
山
妙
満
寺
に
対
し
て
、
糠
那
の
東
金

酒
井
氏
が
平
賀
本
土
寺
か
ら
奪
い
取
っ
た
末
寺
を
返
還
す
る
よ
う
意
見
し
、
妙
満

寺
の
使
者
を
東
金
酒
井
氏
に
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
妙
満
寺

は
久
秀
に
同
意
し
、

「
遠
路
殊
乱
世
」
な
の
で
、
久
秀
の
使

「
海
路
等
不
淳
」

者
も
添
え
る
よ
う
返
答
し
た
。
妙
満
寺
と
松
永
久
秀
は
末
寺
の
返
還
を
要
請
し
た

が
、
東
金
の
酒
井
胤
敏
は
拒
否
し
た
。
逆
に
胤
敏
は
妙
満
寺
に
簡
単
に
久
秀
の
要

求
に
屈
す
る
の
で
は
な
く
、

「
強
儀
之
鉢
」
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
妙

満
寺
は
東
金
の
酒
井
胤
敏
を
破
門
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
み
た
士
気
の
酒
井
胤

治
と
平
賀
本
土
寺
は
、
本
国
寺
に
「

一
致
勝
劣
和
融
」
を
提
案
し
、
薬
草
院
日
扇

を
関
東
か
ら
上
洛
さ
せ
た
。
日
扇
は
十
二
月
に
久
秀
に

一
致
派
と
勝
劣
派
の
和
融

斡
旋
を
依
頼
す
る
。



両
派
の
和
陸
協
議
は
翌
永
禄
七
年
に
本
格
化
し
、
四
月
に
は
勝
劣
派
日
隆
門
流

の
有
力
寺
院
で
あ
る
本
能
寺
と
本
興
寺
が
和
睦
の
条
文
を
検
討
し
、
八
月
に
は
日

琉
（
一
致
派
中
山
門
流
）
が
堺
よ
り
上
洛
し
両
派
の
和
睦
の
内
談
に
あ
た
っ
た
。
そ

し
て
、

八
月
二
十
日
に
京
都
の
三
好
長
慶
の
被
官
で
あ
る
今
村
慶
満
の
宿
所
で
和

睦
が
締
結
さ
れ
た
。
九
月
二
日
に
は、

京
都
だ
け
で
は
な
く
上
鳥
羽
や
西
岡
鶏
冠

井
の

一
致
派
の
諸
寺
院
や
末
寺
、
檀
那
の
武
家
や
商
人
が
参
集
し
振
舞
い
が
行
わ

れ
た
。
九
月
二
十
一
日
に
は
、
堺
の
松
永
久
秀
老
母
の
宿
所
に
諸
寺
が
参
会
し
た
。

従
来
は
「
永
禄
の
規
約
」
は
武
家
権
力
の
指
示
に
よ
る
和
睦
と
さ
れ
、
法
華
宗

教
団
に
と
っ
て
は
「
極
め
て
自
主
性
の
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
都
守
氏
は
、
関
東
の
法
華
宗
寺
院
よ
り
提
案
さ
れ
た
和
睦
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
積
極
性
を
認
め
、
門
流
内
の
東
西
の
友
好
関
係
に
基
づ
い
た
自

律
的
な
も
の
と
評
価
し
た
。

た
だ
、
都
守
説
に
問
題
が
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
関
東
の

一
致
派

の
記
録
で
あ
る
と
い
う

「永
様
之
旧
規
勝
劣

一
致
和
睦
之
次
第
案
文
」
に
拠
っ
て

い
る
せ
い
も
あ
る
が
、

京
都
の
法
華
宗
寺
院
の
意
向
が
ほ
と
ん
ど
不
明
な
点
で
あ

三好氏と戦国期の法華宗教団〔天野〕

る
。
妙
満
寺
は
な
ぜ
髄
那
で
あ
る
東
金
酒
井
氏
の
主
張
を
簡
単
に
切
り
捨
て
た
の

か
、
平
賀
本
土
寺
は
な
ぜ
門
流
の
異
な
る
本
国
寺
に
和
睦
を
提
案
し
た
の
か
、
そ

も
そ
も
関
東
の
寺
院
の
提
案
に
よ

っ
て
長
年
対
立
し
て
い
た
京
都
の
本
山
同
士
が

短
期
間
で
和
睦
に
向
か
う
の
か
、
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
和
睦
の
仲
介
者
と

な
っ
た
三
好
氏
は
法
華
宗
の
外
護
者
と
の
み
位
置
づ
け
ら
れ
、

三
好
氏
に
と
っ
て

領
国
の
外
に
な
る
関
東
の
相
論
を
仲
裁
す
る
意
義
が
見
出
せ
な
い
。

そ
こ
で
、
表
ー
と
し
て
、
管
見
の
限
り
「
永
禄
の
規
約
」
に
関
係
す
る
全
て
の

史
料
を
示
し
、
関
東
か
ら
の
訴
え
に
対
処
し
た
京
都
の
三
好
氏
権
力
や
本
山
寺
院

の
状
況
か
ら
、

「永
禄
の
規
約
」
を
再
検
討
し
て
い
く
。

（2
）
三
好
氏
の
調
停

ま
ず
、
従
来
の
研
究
や
都
守
説
で
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
と
比
定
さ
れ
て
き
た

次
の
三
好
長
慶
の
書
状
か
ら
検
討
を
始
め
た
い
。

【史
料
1
｝
三
好
長
慶
害
状

（表
1
1
9
）

勝
劣
之
諸
門
徒

一
味
同
心
之
事
、
此
度
諸
国

一
致
之
旨
御
評
定
、
本
寺
之
面
々

依
支
讃
之
儀
、
連
判
有
之
、
都
郡
和
談
之
処
ニ
候
以
来
者
、
勝
劣
之
語
論
堅

停
止
之
御
事
、
久
秀
申
渡
候
、
竪
御
制
法
可
有
之
由
、
所
被
仰
下
候
、
近
日

御
使
僧
可
被
進
候
、
猶
其
節
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
七
日

長
慶
（
花
押
）

本
国
寺役

僧
御
中

発
給
者
の
三
好
長
慶
が
永
禄
七
年
七
月
四
日
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従

来
の
説
や
都
守
説
が
比
定
す
る
よ
う
な
永
禄
七
年
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、

文
意
を
確
認
す
る
と
、
長
慶
は
、
勝
劣
派
内
部
の
和
睦
を
促
し
、

「
諸
国
」
の
寺

院
が

一
致
し
て
同
意
し
た
上
は
京
都
の
諸
本
山
で
連
判
状
を
作
成
し
、

「

u
p
wp
nu

一
事
官
且
回
品
小

談
」
に
よ
り
相
論
を
停
止
す
る
こ
と
を
久
秀
に
命
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
を

一
致
派
の
代
表
寺
院
で
あ
る
本
国
寺
に
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
勝
劣
之
静
論
」
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年 月 日 差出 宛$＼； 文書名 概 要

20 永禄7 3 6 （松永）久秀 本国寺 本因寺文書
御内設は吉祥院・太扇坊より聞く、松田一兵衛尉に
仰せ聞かす。

本能寺臼承（伏見宮家王子）より尋ねられた和睦の

21 永禄7 4 8 （本興寺）日諦 本能寺 本能寺文書 第一条の文言の可否について、然るべしと回答した、
和睦の暁には妙顕寺が本能寺開祖日経の位牌を
拠ることは祝着の至りである。

22 永禄7 8 7 本国寺雑用録 和睦衆文五ヶ条（後世に作成）

妙顕寺文書
当寺と六条門流（本国寺・本満寺）のー和、累年に

23 永禄7 8 19 沙門日泉 妙BI!寺御衆中
「竜華秘瞥」 及び法花守（妙顕寺）より仰せ荻る、一儀落居の上

は和融あるべしか談合を遂げ子細落着す。

妙顕寺役者十乗院日円、 法華宗十五本山速器一致勝劣都邸和睦之条目、
妙覚寺役者難乗院日徳、 ①法花経一部八巻二十八品肝心を以て、上行所
妙遮寺役者仏来院日勝、 伝南無妙法蓮花経、一味同心し広宣流布祈り奉る
妙伝寺役者妙法坊日現、 ベきのこと、②法理既に一統の上は自殺鍛他・私幽妙T諸寺役者真如坊日；税、
妙痕坊役者定泉坊日問、 務言は互いに停止せしむべきのこと、③諸門和談

本国寺役者松林院日叡、 の問、本末衆徒・檀那、互いにの誘取るべからざる
24 永禄7 8 20 本隆寺役者設誠院日i雄、 本能寺文型F のこと、右の条々堅く此旨を守るベし、若し逃犯の

要法院役者真乗坊日敬、 仁あらば、其寺として沙汰あるべし、許容においては、
本満寺役者花蔵現i日利、 2音寺の儀をもって申し迷すべき者也、仰末代不易
本禅寺役者乗泉坊古政、 迷署、刻l件。
百1妙寺役者tt来院日棟、
本法寺役者教行坊日受、
本能寺役者本像院Bl革、
立本寺役者正覚院日鍵

25 永禄7 8 20 （省略）
妙顕寺文書 法華宗十五本山述箸一致勝劣都郡和睦之条目写
「竜'1{f秘性」 （省略）

26 永禄7 8 20 
m抑）、（上書） （上香川学道

本因寺文書 妙顕寺より一通の改悔の段、久秀・我喜字申調参るベ
「（竹内）季治j 御中」 し、今日御参会本望たるべし。

27 7k禄7 8 22 （本能寺）日承
妙顕寺文m= 日昔寺和談珍重、日f象菩薩の遺跡として互いに敬い
「竜'1{f秘性」 疎略にしない、妙顕寺は日隆の位牌を杷る。

28 永禄7 8 23 妙顕寺十来院日円
本能寺文書I両 日f最善隆の遺跡として互いに敬い疎略にしない、妙
山歴訪（日嶋本）J顕寺は日lをの位牌を記る。

29 永禄7 8 23 （松永）久秀 法華諸御寺中 妙顕寺旧蔵16 「i諸寺ヨリ礼状之返礼Jと後m、一致勝劣和談の由、
当宗繁栄の基で殊勝に存ず、樽代の返礼。

30 永徐7 9 2 - 妙顕寺旧議17 2昔寺衆へ振舞之l時到来分、妙覚寺に一致派の僧
俗がmまった際の薬草院日扇による振舞。

31 永禄7 妙顕寺旧球18 雑掌入目、9月2日に妙覚寺に一致派の僧俗が集ま
った際の薬草院日1誌による振舞。

堺昔音寺参会人数、堺南庄松永老母の宿所において
諸寺参会、頂源寺安行寺、成就寺妙法坊、顕本寺蜜
教坊、興覚寺主主釆坊、経王寺教織坊、妙法寺法泉院、
成就寺円釆坊、本光寺門教坊、妙慶寺実泉坊、妙法

32 永徐7 9 21 妙顕寺旧蔵19
寺報恩院、照光寺円珠坊、本成寺ー釆坊、本受寺其
如院、経主寺教行坊、本光寺慶栄坊、調御寺法泉坊、
法花守真乗坊、興党寺普住坊、本耀寺普儀坊、本住
寺楼泉坊、本教寺普勝坊、法花寺本仙坊、顕本寺定
教坊、円明寺普住坊、本伝寺要春坊、多宝寺常寿坊、
仏乗院仏歳坊、弘経寺民部卿、妙蔵寺、妙福寺

和睦に至る年譜と参会相伴の人数、薬草院日扇の
活動、永様6年9月22日に小西発、12月10日に京都着、
12月24日に久秀に対関、問12月8日に八か寺が妙覚

33 元禄3以前 妙顕寺旧蔵1 寺で衆会、問12月11日に堺着、l月25日に奈良着、7
月28日に妙覚寺で衆会、8月20日に四条今村隆満
宿所で諸寺対面、9月20日に妙覚寺において薬草
院振舞、一致派の檀那が参会

「永禄七年和隆之記録濫鯵J、本国寺日勝が三好
長慶・松永久秀を介し足利義輝に静論を訴え、義

34 党保3以前 日行 本能寺文書： 郷は永被7年7月下旬に両匡に和融を命じる、8月20
日に和隆、8月22日に今村慶満の悶条館で諸寺の
代イ自を集め能を奥行、「永禄年中松永法理一統之
嘗物等者、其後収諸寺之箱乎J

法泉寺所蔵の妙顕寺旧蔵「永禄之旧規勝劣一致和隆之次第案文jiま妙顕寺旧蔵と略
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表 1「永禄の規約」関係史料

年 月 日 差出 宛先 文書名 概 要

1 永被6 6 22 松永蝉正弼久秀 妙i前寺 妙顕寺旧蔵2 平賀本土寺の末寺・門事Eを返還するよう酒井胤敏｛策
金）に典見することを求める。

2 永禄6 6 28 楠河内守正虎 妙t諸寺 妙顕寺旧蔵3
平賀本土寺の末寺・門徒、久秀が使者を以て返還
を求める、彼閣の義は承引なし。

3 氷禄6 7 2 妙満寺日I意 松永弾正少弼 妙釘1寺旧蔵4 酒井胤敏cm金）が本土寺の末寺を奪ったことは
（久秀） 存知せず、返還のため使僧を下す、補正虎に申す。

4 永緑6 7 2 妙満寺町意 繍河内守（正虎）妙顕寺旧蔵5 久秀より使札を領かる、使僧を下すが「海路等不淳」
なので、久秀方よりも使者を添えて欲しい。

5 永椋6 7 2 当行司E目立fl 喜多左衛門尉 妙顕寺｜日蔵6
久秀より噂容を預かる、f史f目を下すが「遠路殊乱世」
なので、久秀方よりも使者を添えて欲しい。

6 氷禄6 7 5 （松永）久秀 妙i前寺 妙顕寺！日蔵7
妙i前ミ与が使僧を酒井胤敏（JI!金）に下すことを了承、
上辺迷惑。

7 永縁6 7 5 （楠）正虎 妙t前寺 妙顕寺旧蔵8
妙満寺がf史仰を酒井胤敏（Ji!金）に下すことを了承、
上辺申すことに外聞如何。

8 永禄6 7 21 （松永）久秀
本国寺評定御行 本閣寺年様2・f白寺が法度に背き新儀を立てるのは言語道断で今村
ijJ.・学道御行事 永禄6年条 度i前と小泉秀治が対処する、支ttiJ:の案文を披見する。

勝劣の路l"J徒が一味閃心の事、時国一致の旨針：

9 永様6 8 7 （三好）：長度 本国寺役僧御中 本因寺文書 定あり、本寺の面々が支涯に巡f!Jした、都邸和餓に
より勝劣の静溢は堅く停止する事を松永久秀に命
じた、堅く伽IH主であるべき由仰せ下された

久秀の－fil・（妙満寺）使仰のこと承った、弓矢に

永禄6 9 酒井左衛門尉胤敬
及んだのは仏法を広めるためで、久秀は非難する

10 9 妙満寺御行事中 妙跡i寺旧議9 が私鎖中に兎角いうのは照代の伯爽・叔済のような
（胤敏）

仁者ではなく、本土寺の方が麹！不尽である、本寺（妙
I締寺）も強儀の林が肝要である。

門徒の衰微について申し入れた処、旦方（久秀）と
仰合により妙満寺から使僧が下され都~商目を施

11 永キ'7i6 9 14 本土寺日隆 本国寺月行事 本図寺文m した、（東金の酒井胤敏は）承務せず附視の聞を
切る、酒井胤治（土気）家中の仰は一致勝劣利融
の思いがあり、都邸調えたい。

門徒の荻微について申し入れた処、松永殿と仰合

妙願寺文。
により妙満寺から使他地「Fされ都邸面目を施した、C!lr

12 氷禄6 9 14 （本土寺）日隆 妙劉I寺御同宿中
「竜lit秘filJ

金のi筒井胤敏は）承諾せず師纏の間を切る、酒井
胤治（土気）家中の僧は一致勝劣利融の思いがあ
り、事$郎官闘えたい。

一致勝劣和融について前々「取刷Jもあったが時

13 氷線6 10 妙本寺月行事自体、 本国寺月行事 本閣寺文fil 節が熱さず中絶していた処、 SJ!~本土寺同諸門徒
3 本門寺年行事臼継 の志の面々と相談し、上洛する薬草院日』誌に同心

の文併を預ける。

妙i前寺に対する酒井胤敏（東金）の返事や妙満寺
14 永線6 12 24 （松永）久秀 本土寺 妙鎖寺旧蔵10 の性状は先日下したとおりである、一致勝劣栴1訟は

他宗の:rtえも第一で高祖の御納も疑いない。

奈良で符状を作成した、（久秀へ）取成しを附す、
15 永徐6 12 25 （薬草院）日馬 松回一兵衛 妙顕寺！日蔵11 今度上浴、一致勝劣都齢一同の和路、I拘束より京

者百鰭寺へ~状は久秀の異見に任す。

京都路寺棟方中の書状と使者の下向を謝す、東金
の酒井胤敏は談合に応じず、土気の酒井胤治と君主
絶に至った、そこで本土寺・諸島事院と妙満寺末寺の

16 永禄6 12 26 （策11£院）目減 松田市兵衛 妙顕寺旧蔵12 土気後正寺と酒井胤治がI京都和融に別儀なしと
内談した、中山本妙寺・其附弘法寺・池上本門寺・
比企谷妙本寺・身延久遠寺も同1ましており、久秀を
偏に頼む所存である、今までは当宗において隊寺
へ災見する舗那がなかった。

17 永禄6 間12 8 官官寺代妙覚寺日徳、 松永w正少弼 妙顕寺旧量産15 「京都精寺返事jと後態、一致勝劣痢1陸にロ入を搬す、
（久秀） 1者寺油断なく相談する、委細lは松岡市兵衛に申す。

18 永幸;?16 問12 9 （楽草院）日扇 ~田市兵衛 妙~寺旧蔵13
2者寺の返号Eは相違なし、扱いにおいては鋳宗の時j
笑を止め、仏法の奥を恐れる。

19 永緑6 間12 9 （割高草院）日蔚 松田市兵衛 妙顕寺旧磁14 「従京都妙:rt寺、多門山へ翁台｛久秀）へ案文」と後
傘、怒1まを自信す、一致勝劣和睦の調停・馳走を頼む。
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と
は
勝
劣
派
内
部
の
相
論
だ
け
で
は
な
く
、
勝
劣
派
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た

一
致

派
と
の
相
論
の
停
止
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

勝
劣
派
と

一
致
派
の
争
い
が
お
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

【史
料
1
】
は
永
禄

六
年
に
発
給
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
適
当
で
あ
ろ
う
。
永
禄
六
年
の
場
合
、

【
史
料
1
｝
は
、
関
東
の

一
致
派
の
平
賀
本
土
寺
と
勝
劣
派
の
東
金
酒
井
氏
の
相

論
に
、
松
永
久
秀
が
妙
満
寺
を
通
じ
て
対
処
し
た
後
で
、
関
東
か
ら

一
致
派
と
勝

劣
派
の
和
睦
が
提
案
さ
れ
る
前
の
時
期
に
あ
た
り
、
長
慶
が
勝
劣
派
に
和
睦
を
命

じ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
宛
先
と
な
っ
て
い
る
本
国
寺
は
、
関
東
で
相
論
を
起
こ
し
て
い
る
本
土

寺
と
は
門
流
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
を
確
か

め
た
い
。

【史
料
2
】
平
賀
本
土
寺
日
隆
書
状

（表
1
l
U
）

｛
鐙
氷
久
秀
｝

就
及
門
徒
漸
々
破
衰
、
不
顧
外
慮
、
以
月
行
事
申
入
候
処
、
御
旦
方
被
仰
届

候
哉
、
依
御
判
、
従
妙
満
寺
使
僧
被
指
越
候
、
先
以
天
下
無
人
様
之
心
慢
相

（
酒
井
胤
敏
工
妙
横
向V
V

押
義
、
殊
都
郡
施
面
目
候
、
偏
御
恩
難
謝
候
、
彼
旦
那
本
寺
儀
雄
不
致
承
引

（

胤

治

｝

候
、
師
檀
之
関
相
切
条
不
及
力
候
欺
、
附
之
酒
井
惣
領
中
務
丞
其
家
中
之
僧

徒
共
懇
志
候
、
彼
族
等
一
致
勝
劣
和
融
之
義
思
寄
候
、
如
何
可
有
候
哉
、
尤

思
召
候
者
都
郡
申
調
度
候
、
当
宗
雄
繁
昌
候
、
対
諸
宗
十
分
一
有
歎
無
歎
候

様
、
猶
其
内
輪
構
邪
義
邪
心
、
論
是
非
事
、
且
者

蓮
祖
御
内
証
難
計
、

E

者
他
宗
之
覚
不
可
然
候
、
定
而
可
有
異
拠
候
被
相
押
、
以
満
山
談
合
御
落
着

（

日

嗣

｝

専
一
候
、
委
曲
薬
草
院
可
被
申
候
、
恐
々
謹
一言
、

本
土
寺

九
月
十
四
日

日
隆
（
花
押
）

謹
上
本
国
寺月
行
事

こ
の

【史
料
2
】
と
ほ
ぼ
同
文
の
妙
顕
寺

（
一
致
派
日
像
門
流
）
に
宛
て
た
本
土

寺
日
隆
の
書
状
が

『妙
顕
寺
文
書
』
に
残
さ
れ
て
い
る

（表
1
1
2

。
本
国
寺
と

妙
顕
寺
は
、
勝
劣
派
の
本
能
寺
と
共
に
天
文
法
華
の
乱
に
よ
り
洛
中
を
追
わ
れ
た

法
華
宗
寺
院
が
還
住
す
る
際
に
、
比
叡
山
と
交
渉
に
あ
た
る
な
ど
一
致
派
を
代
表

す
る
寺
院
で
あ
っ
た

（表
2
l
H
－

U
）
。
末
寺
を
奪
わ
れ
た
本
土
寺
日
隆
は
、

二一

好
氏
へ
訴
え
る
際
、
こ
う
し
た
京
都
に
お
け
る

一
致
派
の
結
合
を
頼
っ
て
、
三
好

-38-

氏
へ
の
取
次
を
両
寺
に
頼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

本
国
寺
宛
と
妙
顕
寺
宛
の
相
違
点
は
2
箇
所
あ
る
。

一
つ
目
は
本
国
寺
宛
が
「
御

旦
方
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
妙
顕
寺
宛
で
は

「松
永
殿
」
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
本
国
寺
宛
で
「
偏
御
恩
難
謝
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
妙
顕
寺
宛
で
は

欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
松
永
久
秀
は
本
国
寺
の
直
接
的
な
槙
那
で
あ
り
、

本
土
寺
日
隆
が
本
国
寺
の
み
に
謝
意
を
示
し
て
い
る
の
は
、
久
秀
と
本
国
寺
の
尽

力
に
よ
り

（表
1

8
）
、
長
慶
が
勝
劣
派
に
和
睦
と
相
論
停
止
を
指
示
し
た

【史

料
1
】
を
獲
得
で
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

二一
好
氏
は
、

（表
1
1
1
2
に
み
る
よ
う
な
東
金
酒
井
氏
の
直

接
の
本
山
で
あ
る
妙
満
寺
と
、

【史
料
1
】
に
み
る
よ
う
な
勝
劣
派
の
結
合
の
双

方
か
ら
、
東
金
酒
井
氏
に
圧
力
を
加
え
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
執
行



が
、
関
東
に
下
さ
れ
た
「
妙
満
寺
使
僧
」

【史
料
2
｝
、
《伝
ホ
久
秀
｝

「
霜
台
御

一
瞥」

「
（
妙

満
寺
）
御
使
僧
」

【史
料
3
】
、

「京
都
諸
寺
檀
方
中
御

一
書」

｛史
料
4
｝
に

よ
る
末
寺
の
返
還
要
請
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
三
好
氏
の
裁
決
に
対
し
て
、
東
金
の
酒
井
胤
敏
は
反
発
を
強
め
て
い
た
。

｛史
料
3
｝
酒
井
胤
敏
書
状
案
（
表
1
l
m
）

【

傍

｝

（

仰

）

依
平
賀
本
土
寺
被
．
事
、
従
霜
台
御
一
番
趣
具
以
御
使
僧
被
・
事
候
々
承
届

候
、
御
本
寺
可
被
為
及
御
苦
労
事
、
争
可
存
疎
意
候
欺
、
難
事
新
申
候
、
拙

子
曽
祖
為
始
清
伝
入
道
、
代
々
私
領
弁
暫
時
知
音
之
衆
迄
よ
り
当
御
門
流

申
儀
不
改
子
細
候
、
此
度
企
弓
矢
御
事
、
併
弘
仏
法
申
度
念
望
第

一
候
、
然

処
ニ
従
松
弾
正
賞
寺
へ
書
商
ニ
以
理
不
尽
、
本
土
寺
僧
檀
奪
取
候
様
ニ
被
現

紙
上
候
欺
、
若
他
之
知
行
候
者
、
此
儀
尤
ニ
候
、
私
領
中
ニ
御
座
候
而
、
兎

角
被
仰
候
、
周
代
伯
夷
叔
済
仁
者
ニ
相
違
候
、
還
而
本
土
寺
理
不
尽
与
奉
存

候
、
御
本
寺
強
儀
之
鉢
候
者
簡
要
候
、
於
両
統
可
及
其
相
当
覚
悟
候
、
但
如

斯
之
言
上
若
輩
ニ
思
召
、
背
御
尊
意
候
者
、
愚
拙
事
可
被
為
棉
捨
候
、
万
端

A

寺｝

従
・
可
有
尊
答
候
之
問
、
令
略
候
、
恐
憧
謹
言
、
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九
月
九
日

j酉
井
左
衛
門
胤尉
敬車

進
上妙
満
寺
御
行
事
中
前
時
報

霜
台

（松
永
久
秀
）
か
ら
の
書
状
や

（妙
満
寺
の
）
使
僧
に
よ
っ
て
、
末
寺
の
返

還
が
要
請
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
酒
井
胤
敏
は
弓
矢
に
及
ん
で
ま
で
末
寺
を

奪
い
取
っ
た
こ
と
は
法
華
宗
を
広
め
る
た
め
で
あ
る
と
弁
明
し
た
。
そ
し
て
、
久

秀
が
胤
敏
の

「私
領
中
」
の
こ
と
に
ま
で
介
入
し
た
こ
と
を
、
中
国
の
仁
者
で
あ

る
「
伯
夷
叔
済
」
の
例
を
ひ
き
強
く
批
判
し
た
。
さ
ら
に
胤
敏
は
、
東
金
酒
井
氏

を
弁
護
す
べ
き
本
寺
の
妙
満
寺
が
、

三
好
方
に
与
し
て
末
寺
の
返
還
を
承
諾
し
た

対
応
を
批
判
し
、

三
好
方
に

「強
儀
之
鉢
」
を
と
る
こ
と
を
逆
に
迫
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

【史
料
2
｝
に
よ
る
と
、
京
都
の
妙
満
寺
の
対
応
は
、
長
慶
の
相
論

の
停
止
を
受
け
入
れ
、
東
金
酒
井
氏
と
「
師
栂
之
間
相
切
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
妙
満
寺
は
史
料
の
残
る
永
禄
六
年
七
月
上
旬
か
ら
檀
那
の
東
金
酒
井
氏
を
擁

護
せ
ず
末
寺
の
返
還
に
同
意
し
て
お
り
、

一
致
派
と
の
相
論
を
回
避
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
東
金
酒
井
氏
は
当
初
か
ら
妙
満
寺
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
金
酒
井
氏
と
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
土
気
酒
井
氏
は
「
一
致
勝

劣
和
融
儀
」
を
志
向
し
た
。
平
賀
本
土
寺
は
、
土
気
酒
井
氏
の
意
向
を
本
国
寺
が

「
尤
思
召
」
れ
ば

「都
都
申
調
」
た
い
と
、
行
動
を
開
始
し
た
。

｛史
料
4
】
薬
草
院
日
扇
書
状
案

（表
1
l
v
m
）

京
都
諸
寺
粗
方
中
御

一
番
弁
御
使
可
被
指
副
之
段
、
本
望
之
至
候
、
の
関
東

京
総
ロ車
止

之
義
両
酒
井
之
不
和
、
従
去
庚
申
霜
月
廿
五
日
至
子
今
弥
輿
盛
候
、
依
之
酒

【

鳳

敏

》

井
左
衛
門
尉
当
知
行
之
内
、
久
秀
被
仰
越
候
刻
、
両
酒
井
法
理
通
用
候
問
、

種
々
談
合
候
キ
、
競
然
左
衛
門
尉

一
向
不
致
承
引
之
閥、

士
気

・
東
金
仏
法

《

嵐

u
W
】

迄
致
義
絶
候
、
就
之
土
気
普
正
寺
別
而
遂
閑
談
、
様
鉢
相
調
、
酒
井
中
務
丞

ニ
申
理
候
、
京
都
於
御
和
融
者
、
不
可
有
別
義
候
由
、
堅
令
内
談

一
書
等
候
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之
問
、
此
段
中
山
本
妙
寺
・
真
間
弘
法
寺
・
池
上
本
門
寺

・
比
企
谷
妙
本
寺
・

〈伝
ホ
久
必
勿
V

身
延
久
遠
寺
各
へ
申
届
候
、
尤
之
義
御
喜
悦
之
上
、
霜
台
へ
得
御
意
候
之
処
、

無
相
違
御
納
得
、
誠
広
宣
流
布
之
瑞
相
、

｛録
ホ
久
垂

就
中
少
弼
殿
偏
奉
頼
所
存
非
一
候
、
惣
別
此
扱
従
先
々
各
雄
被
成
御
苦
労
候
、

｛
必
永
久
秀
）

於
諸
事
者
、
自
他
之
存
分
有
之
条
、
子
今
無
落
着
候
、
従
御
旦
方
被
仰
扱
候

一
宗
繁
栄
先
兆
目
出
度
奉
存
候、

者
、
無
異
義
可
相
調
候
へ
ト
モ
、
今
迄
於
当
｛
示
、
諸
寺
へ
異
見
可
申
入
植
那

無
之
故
、
終
無
入
眼
候
、
今
度
御
存
分
之
通
被
仰
出
候
者
、
少
々
不
足
之
義

御
座
候
、
必
定
可
有
成
就
之
由
、
都
都
之
僧
檀
存
分
候
問
、
奉
頼
候
、
此
旨

可
然
様
御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言、

極
月
廿
六
日

日
扇

松
岡
市
兵
衛
殿御

宿
所

平
賀
本
土
寺
は
薬
草
院
日
扇
を
上
洛
さ
せ
、
関
東
の
状
況
を
松
永
久
秀
被
官
の

松
田
氏
に
伝
え
た
。
ま
ず
、

「
京
都
諸
寺
檀
方
中
」
か
ら
も
書
状
と
使
者
が
遣
わ

さ
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
伝
え
、
東
金
の
酒
井
胤
敏
が
末
寺
の
返
還
を
拒
絶
し
た
た

め
、
関
東
で
土
気
と
東
金
の
両
酒
井
氏
が
義
絶
に
至
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ

し
て
、
土
気
酒
井
氏
に
相
談
し
た
上
で
、
こ
の
両
酒
井
氏
の
争
い
は
「
京
都
於
御

和
融
者
、
不
可
有
別
儀
候
」
と
、
京
都
に
お
け
る

一
致
派
と
勝
劣
派
の
和
睦
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
中
山
本
妙
寺
・
真
関
弘
法
寺

（中
山

門
流
）
、
池
上
本
門
寺
・
比
企
谷
妙
本
寺

（日
朗
門
流
）
、
身
延
久
遠
寺
（
身
延
門

流
）
な
ど
関
東
の

一
致
派
諸
門
流
に
、

一
致
派
と
勝
劣
派
の
和
睦
の
合
意
を
と
り
つ

け
、
勝
劣
派
へ
の
和
睦
の
斡
旋
を
松
永
久
秀
に
依
頼
し
た
。

薬
草
院
日
扇
は
上
洛
す
る
と
、
松
永
方
と
交
渉
に
あ
た
る

一
方
で
、
間
十
二
月
八

日
に
は
妙
覚
寺
を
始
め
と
す
る
京
都
の

一
致
派
諸
門
流
と
会
合
し

（表
1
l口
、
お
）
、

一
致
派
内
部
の
和
睦
を
推
進
し
た
。

京
都
に
は
既
に
平
賀
本
土
寺
の
訴
え
を
三
好
氏
に
取
り
次
い
だ
本
国
寺
や
妙
顕

寺
を
中
心
と
し
妙
覚
寺
が
「
諸
寺
代
」

（表
1
｜げ
）
を
務
め
る
一
致
派
の
結
合
体

が
存
在
し
て
い
た
。
訴
え
を
受
け
た
三
好
氏
は
勝
劣
派
内
部
の
和
睦
を
促
し
、
都

郡

一
致
し
た
対
応
を
迫
っ
て
柑
論
の
抑
止
に
努
め
て
い
た
。
妙
満
寺
は
東
金
酒
井

氏
を
切
り
捨
て
る
形
で
解
決
を
図
り
、
京
都
の
檀
那
の
結
合
体
で
あ
る

「
京
都
諸

寺
檀
方
中
」

【
史
料
4
】
も
＝
一好
氏
の
裁
許
を
受
け
、
関
東
の
檀
那
で
あ
る
東
金

酒
井
氏
に
対
処
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
和
睦
の
気

-40一

運
に
、
関
東
で
も
土
気
の
勝
劣
派
は
東
金
酒
井
氏
を
切
り
捨
て
て
配
慮
し
、
関
東

の
一
致
派
の
寺
院
も
勝
劣
派
と
の
和
睦
へ
意
見
を
ま
と
め
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
関
東
の
両
派
の
和
睦
の
提
案
は
独
自
の
も
の

で
は
な
く
、
京
都
に
お
け
る
和
睦
の
気
運
に
追
従
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

ぅ
。
た
だ
和
睦
の
進
展
に
は
、

＝
一
好
氏
の
政
治
力
に
よ
る
調
停
が
必
要
で
あ
っ
た
。

三
好
長
慶
の
命
に
よ
り
、
勝
劣
派
内
の
和
睦
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

「就
中
少

問
殿
偏
奉
頼
所
存
非
一
候
」
、

「今
迄
於
当
宗
、
諸
寺
へ
異
見
可
申
入
檀
那
無
之

故
、
終
無
入
眼
候
」
と
、

一
致
派
は
独
自
で
の
和
睦
は
不
可
能
と
認
識
し
、
松
永
久

秀
に
よ
る
一
致
派
と
勝
劣
派
の
調
停
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
同
じ
永
禄

六
年
に
京
都
で
お
こ
っ
た
本
国
寺
と
清
水
寺
の
関
の
山
論
で
は
、
本
国
寺
の
檀
那

で
あ
る
松
永
久
秀
が
介
入
し
て
本
国
寺
が
勝
訴
す
る
と
い
う
事
態
が
お
き
て
い
た
。



こ
の
よ
う
な
本
国
寺
寄
り
で
活
動
す
る
久
秀
に
対
す
る
期
待
が
、

一
致
派
に
は
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
翌
永
禄
七
年
に
か
け
て
、
久
秀
は
本
国
寺
か
ら

「御
内

誼
」
を
確
認
す
る
な
ど
、
和
睦
に
関
す
る
実
務
を
進
め
て
い
く
（
表
1
l
m
）
。

京
都
の
法
華
宗
寺
院
の
結
合

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
と
の
関
連

こ
こ
で
は
法
華
宗
教
団
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
寺
院
や
門
流
の
枠
を
越
え
た
宗

派
の
結
合
体
と
し
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

中
尾
尭
氏
は
、

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
成
立
と
「
永
禄
の
規
約
」
の
関
係

「
永
禄
の
規
約
」
は
「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
が
成
立
す
る
契
機
と

な
っ
た
が
、
寺
院
の
連
帯
組
織
の
実
態
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
そ
し

に
つ
い
て
、

て
、
独
自
な
共
有
の
文
書
と
財
産
を
保
有
す
る
「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
組
織

を
高
く
評
価
し
た
。
会
合
組
織
全
体
を
表
す
用
語
と
し
て
は
「
諸
寺
」
が
あ
り
、

「
諸
寺
代
」

「
当
番
」

「
会
本
」
な
ど
の
役
職
が
存
在
し
て
い

「会
席
」

三好氏と戦周期の法華宗教団〔天野〕

「会
合
」
の
重
要
案
件
は
、
武
家
に
対
す
る
負
担

の
各
寺
院
へ
の
配
分
の
決
定
で
あ
っ
た
と
い
活
。
ま
た
、
河
内
将
芳
氏
は
、
堺
に

た
。
古
川
元
也
氏
に
よ
る
と
、

「其
地
会
合
」
と
い

っ
た
京
都
と
類
似
し
た
集
団

や
組
織
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

も
「
当
番
」

「諸
寺
代
」

中
尾
亮
氏
は
、
こ
う
し
た

「京
都
十
六
本
山
会
合
」
が
成
立
し
た
直
接
の
動
機

は
、
永
禄
八
年
（

一
五
六
五
）
五
月
十
九
日
の
将
軍
足
利
義
輝
殺
害
事
件
で
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
京
都
に
お
け
る
武
家
の
混
迷
と
、
そ
れ
に
乗
じ
た
親
法
華
の
三

好
氏
と
そ
の
敵
対
勢
力
の
六
角
氏
の
対
立
が
懸
念
さ
れ
る
情
勢
が
、

「
ム
百
合
」
の

成
立
を
促
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
共
有
文

替
で
あ
る

「京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』
の
中
で
作
成
年
代
が
明
記
さ
れ
た
最

も
古
い
文
書
で

「会
跡
要
法
寺
」
が
本
国
寺
よ
り
銭
を
受
け
取
っ
た
永
禄
八
年
六

月
十
三
日
付
の

「到
来
帳
」
と
、
一
二
好
氏
と
六
角
氏
の
双
方
に
音
信
を
渡
し
多
方

面
外
交
を
展
開
し
た
こ
と
が
窺
え
る
永
禄
八
年
八
月
十
三
日
付
の
「
下
行
帳
」
の

存
在
で
あ
る
。
堺
に
お
け
る
諸
寺
院
の
結
合
の
動
機
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（2
）
軍
事
的
緊
張
に
対
す
る
結
合
体
の
形
成

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
が
恒
常
的
な
結
合
体
と
評
価
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し

て
、
戦
国
期
の
京
都
で
は
臨
時
的
な
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
も
存
在
し
て
い
た
。

戦
国
・
織
豊
期
に
お
い
て
武
家
権
力
が
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
と
認
識
し
文
書
を

発
給
し
た

一
党
を
表
2
と
し
て
示
す
。

表
2
に
よ
る
と
、
法
華
宗
寺
院
が
結
合
体
と
し
て
現
れ
る
時
期
に
は
、

い
く
つ

か
の
画
期
が
設
定
で
き
る
。

一
つ
目
は
（
表
2
1
1
1
5
）
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
、
天
文
元
年
（

一
五
三一

一
）
に
蜂
起
し
た
畿
内
各
地
の

一
向

一
撲
に
対
抗
す

る
形
で
、
京
都
に
お
い
て
法
華
一
撲
が
成
立
し
た
。
天
文
元
年
八
月
七
日
、

向

一
授
が
来
襲
す
る
と
の
風
聞
が
た
ち
、
本
国
寺
よ
り
柳
本
氏
や
京
中
町
人
が
打
ち

廻
り
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
法
華

一
撲
の
初
見
と
さ
れ
、

本
国
寺
で
は
要
害
が
建

設
さ
れ
た
。
細
川
晴
元
や
室
町
幕
府
は
一
向

一
授
を
討
つ
た
め
、
本
満
寺
に
対
し

て
軍
勢
動
員
を
お
こ
な
っ
た
。

「
諸
法
花
衆
諸
檀
方
中
」

（表
2
1
3
）
な
ど
檀
那

方
の
結
合
体
も
成
立
し
、
治
中
警
固
を
担
う
な
ど
組
織
の
恒
常
性
も
窺
え
る
。
し
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か
し
、
法
華

一
撲
が
地
子
不
払
い
を
標
梯
し
権
門
と
対
立
を
深
め
る
と
、
天
文
五

年
七
月
の
法
華
宗
と
比
叡
山
と
の
宗
論
を
契
機
に
、
比
叡
山
と
六
角
氏
は
京
都
を

焼
き
払
い
、
法
華
宗
二
十

一
本
山
を
追
放
し
た
。

二
つ
目
は

（表
2
1
8
1
U
）
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
京
都
を
追
放
さ

れ
た
法
華
宗
「
十
五
ヶ
寺
」
が
、
六
角
氏
の
仲
裁
で
比
叡
山
と
和
睦
の
交
渉
を
お

こ
な
っ
て
い
た
。
天
文
十

一
年
に
は
後
奈
良
天
皇
よ
り
法
華
宗
寺
院
に
対
し
て
、

洛
中
還
住
の
勅
許
が
出
さ
れ
た
が
（
表
2
1
6
1
7
）
、
そ
の
実
現
に
は
比
叡
山
の

許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
渉
を
担
っ
た
の
が

「十
五
ケ
寺
連
署
」
で
あ
っ

Am｝ 

（表
2
l
n
、
ロ
）
や

「惣
代
三
ケ
寺
」

と
称

た
が
、
そ
の
実
態
は
、

「諸
寺
代」

さ
れ
た
本
能
寺

・
本
国
寺

・
妙
顕
寺
の
三
か
寺
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
合
体
は
比
叡

山
と
の
和
隆
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
後
活
動
の
形
跡
は
見
え
な
く
な
る
。

三
つ
目
は

（表
2
1
M
M
i
m
）
の
時
期
で
、

六
角
氏
が
三
好
氏
と
激
し
く
対
立
し

山
城
に
侵
攻
し
た
。
こ
の
際
、
法
華
宗
寺
院
の
「
諸
寺
代
」
は
六
角
氏
方
に
音
信

を
送
り
友
好
関
係
を
保
と
う
と
し
て
い
た
。

【史
料
5
】
蒲
生
定
秀
副
状

（表
2
l
m
w）

（封
紙
上
書
）
ー－－，

蒲
生
下
野
入
道

諸
寺
代

定
秀

」一

御
返
報

【
穴

角

a
燭

｝

貴
札
畏
存
候
、
の
右
衛
門
督
出
張
之
儀
付
而
、

早
々
音
信
祝
着
之
由
候
、
即

以
直
容
被
申
候
、
猶
為
私
、
能
々
可
申
入
旨
候
、
随
而
拙
者
江
扇
子
代
参
十

疋
被
懸
御
意
、
御
懇
慮
難
謝
存
候
、
自
然
御
用
之
儀
可
家
仰
候
、
委
曲
御
使

僧
江
申
候
、
猶
以
中
正
房
江
申
渡
候
、
恐
々
謹
言
、

八
月
廿
日

定
秀

（花
押
）

諸
寺
代御
返
報

特
に

（表
2
lMw
j
m
）
は
、
六
角
承
禎
と
そ
の
側
近
の
三
雲
賢
持
、
六
角
義
弼

と
そ
の
側
近
の
蒲
生
定
秀
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
文
書
を
発
給
し
、
そ
の
内
容
は

法
華
宗
の
「
諸
寺
代
」
と
い
う
結
合
体
が
六
角
方
の
「
出
張
」
に
対
し
て

「
早
々

音
信
」
を
届
け
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
返
礼
で
あ
る
。

こ
の
四
名
同
時
に
よ
る
文
書
の
発
給
年
代
で
あ
る
が
、
中
尾
亮
氏
は

『京
都
十

六
本
山
会
合
用
容
類
』
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
「
下
行
帳
」
の
音
信
の
記
載
か
ら
、
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永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）
に
比
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
永
禄
八
年
に
六
角
方
が
京

都
に
「
出
張
」
し
た
事
実
は
な
い
。
そ
こ
で
発
給
者
の
名
前
や
官
途
の
変
化
か
ら

検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
六
角
義
賢
と
蒲
生
定
秀
が
出
家
し
そ
れ
ぞ
れ

「
承
禎
」
、

「下
野
入
道
」

と
な
る
の
は
、
氷
禄
元
年
で
あ
り
、
六
角
「
義
弼
」

が
義
治
と
改
名
す
る
の
は
永
禄

八
年
九
月
以
降
で
あ
る
。
こ
の
期
間
に
六
角
氏
が
京
都
へ

「出
張
」
し
た
の
は
、

永
禄
元
年
・
四
年

・
五
年
の
三
回
で
あ
る
。
永
禄
元
年
は
六
月
八
日
に
勝
軍
地
蔵

山
に
出
陣
し
て
い
る
が
、
七
月
中
旬
に
は
足
利
義
郷
と
三
好
長
慶
の
和
睦
を
仲
介

し
て
い
る
の
で
、
八
月
下
旬
に
こ
う
し
た
音
信
が
行
わ
れ
る
状
況
に
な
い
。
永
禄

五
年
は
三
月
七
日
に
浴
中
を
占
領
す
る
が
、
六
月
二
日
に
は
三
好
氏
と
和
睦
し
て

近
江
に
帰
国
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
永
禄
四
年
は
七
月
二
十
八
日
に
北
白
川



三好氏と戦国期の法華宗教団〔天野〕

表2 戦国・織豊期における京都の法蓮宗寺院の結合体が受給した文書

和麿 史料名 宛先 文書名 割E 要

1 天文2.12.5
室町幕府移行人連署

餓法花宗中 土御門文瞥
土御門有容の諸口雑務科安t語、

移管写 有春への合力を指示

2 天文3.11.25
盤町幕府泰行人速署

締法花宗諸寺中 土御門文谷
土御門有容の在者口雑務料安I者、

溶性 法華宗の違犯停止

3 天文3.12.5
室町幕府奉行人逃場

賭法~~衆務檀方中 土御門文書
土御門有容の諸口雑務料安緒、

司；~fil 法務宗の違犯停止

4 天文4.9.27 室町幕府奉行人速署奉書 五ヶ寺法花宗中 長福寺文書 寺領安t者

5 （天文5).6.19 木沢長政書状 締法花衆諸寺御中 座中天文偲 当道中の相齢、異見し無事に自問えよ

6 天文11.11.14 後続良天皇給旨写 法書堅持を二十一寺筒寺御窃 雨山歴繍・本飽寺日嶋本 帰t昔、再興

7 天文11.11.14 後後五L天皇給旨写 法ケ廿ーケ寺よ人御)j} 両山歴稽：本!II!寺日，心本 帰治、再興

8 （天文15).6.7
進泌氏治・平井商好迷

E昔寺代御坊 本能寺文型F 法華宗と比叡山の和睦
号事型F状袋

9 （天文15).9.28
平井高好・朽木植鋼連

E告守役者御中 本能寺文¥If 法華宗と比叡山の和睦
著書状案

10 （天文15).10.6 平井商好投状案 E者寺役者御中 本能寺文l!f 法華宗と比叡山の和睦

11 （天文16).6.17 六角定頼型F状案 本徳寺・法花寺（妙顕寺）・
本禅寺文節 法務宗と比叡山の和睦

本屋l寺路寺代御中

12 ｛天文16).6.17 
進藤氏治・平井高好述 本能寺・法花寺｛妙願寺）・

本能寺文省、本禅寺文書 法華宗と比叡山の和睦
司堅添状袋 本閣寺路寺代御中

13 （天文16).7.29 六角定頼書状 E古寺代法鏡坊 本能寺文l!f 法草・宗と比叡山の和睦

14 （天文16).7.29 平井高好添状 1古守代法鏑坊 本能寺文＇＆ 法司自宗と比叡山の和睦

15 （永被4).4.14 六角jf>:.偵書状 本間寺・本能寺・妙顕寺路寺代 本能寺文l!f 音信返礼

16 （永様4).8.17 六角承領轡状 E者寺代 京都十六本山会合周智類 音信返礼

17 （永禄4).8.18 三m賢持副状 E昔寺代 京都十六本山会合用舎類 出張の儀につき音ー信返礼

18 （永緑4).8.19 六ffJ義弼曾状 E師寺代 京都十六本山会合用書類 音信返礼

19 (1k禄4).8.20 初生定禿日l状 自民寺代 京都十六本Lll会合用書類 出磁の儀につき背信返礼

20 氷禄7.8.23 松永久秀＼＇｝状梁 法書rn1御寺中 妙顕寺旧政16 永禄の規約

21 （水練8～11).7.6 三好家消曾状 官哲寺代本隆寺 Ji¥都十六本山会合用書類 「諸寺jよりの音信返礼

22 （永緑3～11).10.28松永久秀！！！＇状 官官御寺代妙満寺御役者中 京都十六本山会合用書類 「諸御守Jよりの音信返礼

23 氷線II以前.8.23 竹内望書治~!l'状 本副寺・妙覚寺・妙満寺役者御中 京都十六本山会合用性類 上行院と隊合

24 ;k扱11以前.8.25 竹内争治i~｝状 本凶寺・妙満寺・妙jl:守役者御中 京都十六本山会合用性類 m；寺」r.i:街免貯
25 永緑11以前10.25 竹内:if;治書状 E者寺代要法寺御役者＇＊＇ 京都十六本山会合用性類 音信返礼

26 元fl!.2.8.2 室町幕府移行人連署』~＼！｝~駐 法務祭’1' 本能寺文魯 不受不施併容

27 JC他3.11.23 進町幕府皇居行人連署奉密集 法花宗中 京都十六本山会合JlH!f類 不受不施併谷

28 天正5.2.1 村井氏l渉担F下案 法花宗主L俗御中 京都十六本山会合用書類 上下京中への勧進禁止

29 （天正8).5.12 織図.flt長旦1印状 官告寺代 京都十六本山会合用容類 祝儀返礼

30 （天正8).5.12 松井友関¥11'状 :r.寺御代中 京都十六本山会合fflt'J類 祝儀返礼

31 ｛天正9以前）.11.1 総凹信11'!型F状 告者寺代大雄ff} 京都十六本山会合用役類 音信返礼

32 （天正9以jjil).11.1 期図秀勝間j状 日告寺代大雄屍 京都十六本山会合用書類 音信返宇L

33 （天正13).7.18 前回玄以i!.＇状 法~E宗中 頂妙寺文l!r 安土宗論の暫紙楽破

34 （天正15).6.27 n臣秀吉朱印状 法1E＞長路寺代 尽都十六本山会合用書類 九州進発の音信返礼

35 天正17.4.28 前倒玄以曾下案 法花銭其俗中 京都十六本山会合周曾類 上下京中への勧進禁止

36 店長112.3 松［日政行性状 法花宗中当行事 京都十六本山会合用性類 「惣寺」より音信返礼

37 （文禄4）.立24 llil閃玄以轡状 法花泉惣中 妙顕寺文型F 大仏官官宗法王，，仰l付け

38 ?.12.4 )jiJ凶玄以性状 法1E主主中 京都十六本山会合用住類 松崎良場1の門徒替え

39 ?.2.10 毛帯IJl車冗性状 妙顕寺・本法寺其外諸法華寺中 京都十六本山会合Jfli'F類 末寺分闘中、疎意あるべからず

40 ?.4.2 前田秀以書状 法1E宗諸寺中 京都十六本山会合用書類 音信返礼
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に
出
陣
し
て
い
る
。
八
月
五
日
に
は
大
山
崎
か
ら
の
音
信
に
対
し
て
返
礼
し
、
八

給月
し十
てハ
い日
るきに
？は
岨ム

室谷
示 作

空語
院 ・ .<-

主 λ
ノ、庁、

空漏
り岐
主賢

星ぞ
言語
お言
語芸
当大
会山

時崎
期に
で祭
あ制
るを
。 発

よ
っ
て

（表
2
！
日
l
m）
の
発
給
は
、水
禄
四
年
で
あ
り
、

ムハ
角
氏
に
よ
る
軍
事
的

緊
張
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
法
華
宗
寺
院
が
結
合
体
を
結
成
し
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
結
合
体
の
中
核
は
、

（
表
2
1
5
の
宛
先
に
あ
る
本
国
寺

・
本
能
寺

・
妙
顕

寺
で
あ
っ
た
。
永
禄
八
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
共

有
文
書
で
あ
る

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』
の
中
に
、
永
禄
四
年
の
文
書
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

京
都
の
法
華
宗
教
団
は
、
天
文
年
間
よ
り

一
向
一
授
や
比
叡
山
、
六
角
氏
な
ど

軍
事
的
危
機
に
対
し
て
結
合
を
何
度
も
経
験
し
て
き
た
。
特
に
、
水
禄
四
年
の
六
角

氏
に
対
処
し
た
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
の
存
在
が
窺
え
る
文
書
が
、

『京
都
十
六

本
山
会
合
用
書
類
』
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
永
禄
八
年
の
将
軍
足
利
義
輝

殺
害
事
件
で
は
な
く
、
永
禄
四
年
の
六
角
氏
の
京
都
侵
攻
が
「
京
都
十
六
本
山
会

合
」
の
成
立
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（

3
）
永
禄
の
規
約
に
み
え
る
結
合
体

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
会
合
組
織
全
体
を
表
す
用
語
と
し
て
は
「
諸
寺
」

が
史
料
に
現
れ
る
が
、

「諸
寺
」
や
そ
の
代
表
を
示
す
「
諸
寺
代
」
と
い
う
結
合

体
は
、
天
文
法
筆

一
挟

（表
2｜
2
）
や
浴
中
還
住
の
交
渉

（表

21
8
i
U
）
、
六

角
氏
と
の
交
渉

（表
2
｜
日
i
m
）
に
も
み
え
る
。
そ
し
て
、

「
永
禄
の
規
約
」
に

至
る
交
渉
過
程
に
も
、

「
諸
寺
」

（表
1
｜
路
、
時
、
路
、
担
、
お
）
、

「
諸
寺
代
」

（表
1
l
U
）、

「
法
華
諸
御
寺
中
」

（表
1
l
m
、
表
2
l
m
）
と
い
う
よ
う
に
度
々

現
れ
て
お
り
、
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
は
、

「
永
禄
の
規
約
」
の
調
停
に
当
た
つ

た
三
好
氏
に
対
し
て
、

「樽
代
百
疋
」

（表

l
n、
表
2

却
）
な
ど
の
礼
銭
を
負

担
し
て
い
た
。

「
永
禄
の
規
約
」
の
交
渉
が
行
な
わ
れ
て
い
た
永
禄
六
年
段
階
の
法
華
宗
寺
院

の
結
合
体
の
内
部
構
造
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
永
禄
の
規
約
」
の
成
立
を
祝
い
、
各

寺
院
の
代
表
者
が
三
好
氏
被
官
の
今
村
慶
満
の
宿
所
へ
参
会
し
た
時
に
、
結
合
体

の
内
部
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
。
参
会
し
た
寺
院
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A
一
本
国
寺
、
妙
顕
寺
、
立
本
寺
、
妙
覚
寺
、
本
能
寺

B
一
本
満
寺
、
頂
妙
寺
、
本
法
寺
、
妙
伝
寺
、
妙
蓮
寺
、
本
隆
寺
、
本
禅
寺
、
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妙
満
寺
、
要
法
寺
、
妙
泉
寺

（
傍
線
を
付
し
た
寺
院
は
勝
劣
派
）

参
会
の
日
は

（表
1
1
お
）
が
八
月
二
十
日
で

（表

1

M
）
が
八
月
二
十
二
日、

参
会
し
た
人
数
は

（表

11
お
）
で
は
A
グ
ル
ー
プ
が
三
人
で

B
グ
ル
ー
プ
が
二
人

と
な
り
、

（表
1
l
M
）
で
は
A
グ
ル
ー
プ
が
二
人
で
B
グ
ル
ー
プ
が

一
人
と
な
っ

て
い
る
。
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、

A
グ
ル
ー
プ
の
五
カ
寺
と
B
グ
ル
ー
プ
の
十

カ
寺
の
聞
に
階
層
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

A
グ
ル
ー
プ
の
五
カ
寺
は
、
天
文
の
法
華
一
撲
の
段
階
で
登
場
し
た
「
五
ケ
寺

法
花
宗
中
」

（表
2
1
4
）
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
比
叡
山
や
六
角
氏
と

の
交
渉
を
担
当
し
た
「
諸
寺
代
」
の
本
国
寺
・
妙
顕
寺
・
本
能
寺
の
全
て
が
含
ま

れ
て
い
る
。
本
国
寺
と
妙
顕
寺
は

一
致
派
を
、
本
能
寺
は
勝
劣
派
を
代
表
し
て
い

た
。
こ
の
五
か
寺
は
、

「洛
中
洛
外
国
扉
風
」
に
よ
る
と
広
大
な
寺
域
と
掘
な
ど



の
施
設
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
本
国
寺
は
足
利
義
昭
と
羽
柴
秀
吉
、
妙
覚
寺
は

足
利
義
輝
や
織
田
信
長
・

信
忠
、
妙
顕
寺
は
羽
柴
秀
吉
と
前
回
玄
以
、
本
能
寺
は

織
田
信
長
と
い
う
よ
う
に
、
京
都
を
支
配
す
る
武
家
権
力
の
宿
所
に
な
っ
て
い
る
。

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』
に
含
ま
れ
て
い
る
近
世
文
書
に
も
「
上
五
ケ
寺
」

ゃ

「頭
五
ケ
寺
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、

A
グ
ル
ー
プ
の
五
カ
寺
の
優
越
性
は
近

世
段
階
に
お
い
て
も
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

B
グ
ル
ー
プ
の
十
カ
寺
は
、

「永
緑
の
規
約
」
以
前
は
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体

を
代
表
す
る
寺
院
と
し
て
は
現
れ
ず
、

A
グ
ル
ー
プ
の
五
カ
寺
よ
り
下
位
グ
ル

1

プ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
成
立
後
は
、
本

隆
寺

（表
2
lg

・
要
法
寺
（
表
2
｜
お
）
な
ど
「
諸
寺
代
」

妙
満
寺

（表
2
l
n）

を
務
め
る
寺
院
も
出
て
き
た
。

「京
都
十
六
本
山
会
合
」
が
独
自
の
共
有
財
産
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

A
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
経
済
基
盤
が
弱
い

B
グ
ル
l

プ
で
も
結
合
体
を
代
表
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
点
は
、

「京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
独
自
な
展
開
と
い
え
る
。

ま
た
、

寺
院
だ
け
で
は
な
く
、
檀
那
の
結
合
体
も
存
在
し
て
い
た
。
天
文
の
法
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華

一
撲
の
段
階
に
は

「諸
法
花
衆
諸
檀
方
中
」

「永
禄
の

（表
2
1
3
）
が
あ
り
、

規
約
」
の
成
立
前
に
も

「
京
都
諸
寺
粗
方
中
」Anv 

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
成
立
後
に
は

「衆
檀
」
と
し
て
現
れ
る
。

（史
料
4
、
表
1
｜
凶
）
が
み
え
、

法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
の
淵
源
は
、
天
文
の
法
華

一
授
段
階
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
、

天
文
年
聞
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
、
結
合
体
内
部
の
寺
院
の
階

層
性
や
檀
那
の
結
合
体
の
存
在
な
ど
に
、

一
定
の
共
通
性
や
連
続
性
が
見
受
け
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
東
よ
り
末
寺
の
奪
い
取
り
事
件
の
訴
え
が
京
都
の
三
好
氏

の
併
に
も
た
ら
さ
れ
た
永
禄
六
年
は
、
京
都
の
本
山
寺
院
の
聞
に
結
合
の
気
速
が

甑
成
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た。

好
氏
の
法
華
宗
に
対
す
る
対
応

（1
）
永
禄
の
規
約
に
み
る
三
好
氏
の
意
図

永
禄
四
年
（
一
五
六
一

）
の
六
角
氏
の
京
都
侵
攻
に
対
し
て
結
成
さ
れ
た
法
華
宗

の
本
山
寺
院
の
結
合
体
は
、
そ
の
後
、
平
時
に
お
い
て
も
恒
常
的
に
存
続
す
る

「京

都
十
六
本
山
会
合
」
に
移
行
し
て
い
く
。
そ
の
転
換
点
に

「永
禄
の
規
約
」
が
位

置
す
る
が
、
そ
の
際
に
本
山
寺
院
聞
で
結
ぼ
れ
た
条
目
か
ら
、
法
華
宗
寺
院
の
抱

え
て
い
た
矛
盾
や
、
和
睦
の
調
停
を
お
こ
な

っ
た
三
貯
氏
の
意
図
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

｛

M）
 

【史
料
6
】
十
五
本
山
連
署

一
致
勝
劣
都
郡
和
睦
之
条
目

（表
1

M
）

一
致
勝
劣
都
邸
和
睦
之
条
目

て

以
法
花
経

一
部
八
巻
二
十
八
品
肝
心
、
上
行
所
伝
南
無
妙
法
蓮
華
経
、

一
味
同
心
可
奉
祈
広
宣
流
布
之
事
、

て

法
理
既

一
統
之
上
者
、
自
讃
致
他
、
私
曲
務
言
、
互
可
令
停
止
之
事
、

一
、
諸
門
和
談
之
閥
、
本
末
衆
徒

・
檀
那
、
互
不
可
誘
取
之
事
、

右
条
々
堅
可
｛
寸
此
旨
、
若
有
違
犯
之
仁
者
、
為
其
寺
可
有
沙
汰
、
於
許

容
者
、
以
諸
寺
之
儀
可
申
達
者
也
、
の
末
代
不
易
連
署
、
如
件
、

永
禄
七
年
甲
子
八
月
廿
臼

閥
次
第

R
u
 

saτ 
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妙
顕
寺
役
者
十
釆
院
日
円

（花
抑
）

（
以
下
略
）

一
条
目
は
、

一
味
同
心
し
て
布
教
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
条
目
は
、
教
義
が
統

一
さ
れ
た
上
は
他
門
流
を
中
傷
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も

の
で
あ
る
。
二
条
目
に
み
る
教
義
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
過
去
に
単
な
る
相
論
か
ら

合
戦
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
六
月
二
十
日
に
、
近

衛
政
家
は
本
国
寺
よ
り
「
就
宗
旨
有
公
事
」
と
の
連
絡
を
受
け
た
。
二
十
四
日
に

は
一
致
派
の
妙
覚
寺
と
勝
劣
派
の
妙
蓮
寺
は
「
就
宗
旨
之
儀
有
問
答
」
と
し
、

於

法
文
者
妙
覚
寺
勝
」
と
い
う
次
第
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

「
妙
蓮
寺
衆
令
打
榔

妙
覚
寺
長
老
」
と
い
う
事
態
が
お
こ
り
、

二
十
七
日
に
は
つ
い
に
「
合
戦
」
に
ま

「
今
朝
可
推
寄
之
由
風
間
」
が
あ
っ
た
た
め
、｛お
｝

よ
り
下
知
が
成
さ
れ
、
双
方
が
宥
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

で
発
展
し
た
。

「武
家
（
幕
府
）
」

一
致
派
と
勝
劣
派

の
教
義
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
武
力
紛
争
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
武
家
権
力
に

と
っ
て
は
首
都
京
都
に
お
け
る
重
大
な
治
安
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

教
義
に
よ
る
相
論
自
体
を
抑
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
条
目
は
、
末
寺
・
衆
徒
・
檀
那
を
奪
い
取
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
永
禄
の
規
約
」
の
契
機
と
な
っ
た
東
金
酒
井
氏
が
平
賀
本
土
寺
の
末
寺

を
奪
い
取
っ
た
事
件
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
目
的
は
相
論
の
抑
止

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
荘
園
所
職
を
持
た
ず
、
末
寺
・
衆
徒
・
檀
那
に
経
済
基
線

｛鉛
｝

の
多
く
を
依
存
す
る
法
華
宗
寺
院
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
重
要
な
財
政
問
題
で
も
あ

っ
た
。
本
末
関
係
を
強
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
山
寺
院
の
経
済
基
盤
を
確
立
さ

せ
る
こ
と
な
し
に
は
、

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
独
自
の
財
産
の
形
成
は
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

本
法
寺
に
は
工
芸
の
本
阿
弥
家
、
妙
覚
寺
に
は
絵
師
の
狩
野
家
や
彫
金
の
後
藤

家
、
本
能
寺
に
は
茶
屋
中
島
家
な
ど
、
法
華
宗
寺
院
に
は
特
定
の
有
力
町
衆
が
檀
那

と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
室
町
段
階
で
は
個
人
の
信
仰
が
主
体
で
、
寺
院

と
檀
那
の
関
係
は
い
ま
だ
流
動
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
永
禄
三
年
（

一
五
六
O
）
の

りを後

十家
六の
L!!. ---, 

紀家
士~
廷で
家間

襲警
団等
主が
:;::r: ~ 
可昔
。〉 主早

関前
係正
が定
固め
定置
さか
れれ
てる
し、よ
くう
時に
期な
でつ
あて
つお

た
。
こ
の
よ
う
に
、
師
壇
関
係
か
ら
寺
壇
関
係
へ
の
変
化
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

「
永
禄
の
規
約
」
と
「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
の
関
係
を
、
法
務
宗
寺
院
側
の
認

識
か
ら
確
認
す
る
。
本
能
寺
の
記
録
で
あ
る

『両
山
歴
譜
』
日
唱
本

（京
都
本
能
寺
所
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蔵
）
に
は
「
自
此
時
三
年

一
度
諸
寺
会
合
始
云
々
」
、
日
心
本
（
尼
崎
本
興
寺
所
蔵
）
に

は

「従
是
諸
本
山
会
合
始
ル
、
但
シ
初
ハ
三
年
－
二
度
宛
等
云
々
」
と
記
さ
れ
、

「
永
禄
の
規
約
」
が
結
ぼ
れ
た
こ
と
が
、
「
本
山
会
合
」
が
定
期
化
し
て
い
く
端
緒

で
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
二
一
）
以
前
に
成

立
し
た

「本
能
寺
文
書
」

「
、
水
禄
七
年
和
睦
之
記
録
濫
錫
」

（表
1
l
M
）
に
は
、

「
永
禄
年
中
松
永
法
理
一
一
統
之
書
物
等
者
、
其
後
収
諸
寺
之
箱
乎
」
と
、

「
永
禄

の
規
約
」
に
関
す
る
文
書
が
「
諸
寺
」
の
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

現
在
の

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』
に
は
「
永
禄
の
規
約
」
に
直
接
関
係
す

る
史
料
は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
段
階
で
は
「
永
禄
の
規
約
」
は
「
京
都
十

六
本
山
会
合
」
の
成
立
を
示
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
法
華
宗
寺
院
の
認
識
も
踏
ま
え
る
と
、

「
永
禄
の
規
約
」
は
比
叡
山



や
六
角
氏
な
ど
教
団
外
部
か
ら
の
軍
事
的
危
機
が
な
い
平
時
に
お
い
て
も
、
法
華

宗
寺
院
の
結
合
体
が
恒
常
的
に
存
続
す
る
た
め
の
内
部
条
件
を
整
備
し
た
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
後
、

三
好
氏
は
法
華
宗
寺
院
を
個
別
寺
院
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
宗
派

全
体
と
し
て
把
握
し
て
い
く
。
永
禄
八
年
に
将
軍
足
利
義
輝
を
弔
う
た
め
千
部
経

を
興
行
し
た
際
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
「
法
花
宗
廿

一
ヶ
寺
」
に
寄
宿
免
除
の
特
権

｛鑓
）

を
与
え
た
。

「
永
禄
の
規
約
」
に
は
十
五
本
山
し
か
連
署
せ
ず
、
そ
の
後
も
十
六

本
山
ま
で
し
か
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

「
法
花
宗
廿

一
ヶ
寺
」
と
は
京
都

の
法
華
宗
寺
院
全
体
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

和
睦
締
結
の
場
と
そ
の
立
会
人
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
京
都
で
は
三
好

氏
被
官
今
村
慶
満
の
四
条
の
宿
所
に
、
十
五
本
山
の
諸
寺
の
役
者
が
参
会
し
連
判

し
た
。

（表
1
lお
）
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
八
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
り
、
立
会
人

は
竹
内
季
治
と
今
村
慶
満
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

（表
1
l
U
）
に
よ
る
と
、
八

月
二
十
二
日
の
こ
と
で
、
立
会
人
に
は
竹
内
季
治
と
今
村
慶
満
の
他
に
小
泉
秀
清

が
加
わ
っ
て
い
る
。

三好氏と戦周期の法華宗教団〔天野〕

竹
内
季
治
は
、
当
時
の
本
国
寺
住
持
で
あ

っ
た
双
樹
院
日
勝
の
実
家
で
あ
る
久

我
家
の
諸
大
夫
で
あ
り
、
京
都
で
は
有
名
な
法
華
宗
信
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

弘
治
年
聞
か
ら
は
石
清
水
八
幡
宮
社
家
の
家
督
争
い
や
出
雲
富
田
に
お
け
る
座
次

相
論
な
ど
、

三
好
氏
の
裁
許
に
も
取
次
と
し
て
参
画
す
る
な
ど
、

三
好
氏
権
力
の

一
端
を
担
っ
て
い
た
。

｛

mm｝
 

今
村
氏
は
東
福
寺
の
北
側
の
大
和
大
路
沿
い
に
今
村
城
を
構
え
て
お
り
、
度
満

は
三
好
氏
に
属
し
て
大
和
に
侵
攻
し
、
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）
六
月
に
は
東
大
寺
に

禁
制
を
発
給
す
る
な
ど
独
立
し
た
軍
事
力
を
保
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
当
時
、

三
好
政
権
下
で
禁
制
を
発
給
で
き
た
の
は
三
好

一
族
と
松
永
兄
弟
及
び
摂
津
国
人

の
池
田
氏
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
次
ぐ
軍
事
力
と
し
て
在
地
で
認
め
ら

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
弟
の
政
次
は

「東
山
汁
谷
塩
合
物
高
荷
等
諸
商
売
通
路

上
下
馬
弁
宿
問
」
を
存
知
し
、

｛却
）

い
た
。
今
村
氏
は
、
京
都
1

伏
見
l
奈
良
と
京
都

l
山
科
｜
大
津
の
二
つ

の
交
通

「
今
村
同
名
中
」
と
い
う
同
族
組
織
を
形
成
し
て

路
の
合
流
点
で
、
馬
借
や
問
屋
を
営
む
存
在
で
も
あ
っ
た
。

「浴
中
洛
外
国
扉
風
」
に
捕
か
れ
た
唯

一
の
城
郭
で
あ
る
西
院

小
泉
城
の
城
主
で
あ
っ
た
。

小
泉
氏
も
ま
た
今
村
氏
と
同
様
に
三
好
方
に
属
し
、

（沼）

京
都
を
め
ぐ
る
足
利
義
輝
と
の
戦
い
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

小
泉
秀
清
は
、

こ
う
し
た
立
会
人
の
性
格
や
三
好
氏
被
官
の
宿
所
が
連
判
の
場
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
「
永
禄
の
規
約
」
の
成
立
は
、
京
都
の
法
華
宗
の
本
山
寺
院
が
望
ん

だ
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
近
郊
に
展
開
し
て
い
た
三
好
氏
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
た
和
睦
で
も
あ
り
、

三
好
氏
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
九
月
二
十

一
日
に
は
堺
南
庄
の
松
永
久
秀
の
老
母
の
宿
所
に
、
堺
の
二

十
三
ヶ
寺
二
十
人
名
の
僧
侶
が
集
ま
り
音
信
を
交
わ
し
て
い
る
。
か
つ
て
天
文
法

華
の
乱
で
京
都
を
追
放
さ
れ
た
本
山
寺
院
は
、
堺
に
避
難
し
て
い
た
。
堺
に
は
勝

劣
派
日
隆
門
流
京
都
本
能
寺
末
の

「南
西
国
末
頭
」
顕
本
寺
ゃ
、
勝
劣
派
日
興
門

（お
）

流
安
房
妙
本
寺
末
の
「
中
宿
」
本
伝
寺
な
ど
、
門
流
の
維
持
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
中
本
山
的
な
寺
院
が
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
京
都
の
今
村
慶
満
の
宿
所
と
堺
の
松
永
久
秀
老
母
の
宿
所
に
お
け

る
法
華
宗
諸
寺
院
の
参
会
が
、
京
都
と
堺
に
そ
れ
ぞ
れ
「
諸
寺
」
の
結
合
体
が
成
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立
す
る
前
提
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

2
）
法
華
宗
の
地
位
と
三
好
氏
の
調
停
の
背
景

「
永
禄
の
規
約
」
の
成
立
に
際
し
て
、

三
好
氏
は
京
都
と
堺
の
法
華
宗
寺
院
を

そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
被
官
宅
に
参
集
さ
せ
た
。
三
好
氏
が
法
華
宗
教
団
を
統
制
し
ょ

う
と
し
て
い
た
背
景
を
検
討
し
た
い
。

京
都
で
「
永
禄
の
規
約
」
が
成
立
し
た
十
六
世
紀
中
葉
は
、
畿
内
の
各
都
市
に

お
い
て
法
華
宗
の
寺
院
や
檀
那
が
勃
興
し
て
き
た
時
期
で
あ
っ
た
。
京
都
の
後
藤

・

本
阿
弥

・
茶
屋
中
島
・
野
本
氏
な
ど
の
檀
那
た
ち
は
、
天
文
法
華
の
乱
に
際
し
て
、

三
千
余
の
兵
を
率
い
て
比
叡
山
や
六
角
氏
と
戦
っ
た
。
天
文
法
華
の
乱
の
後
も
、

畿
内
の
法
華
宗
寺
院
や
そ
の
檀
那
は
衰
退
し
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
兵
庫
津
の
久

遠
寺
の
檀
那
で
あ
る
極
井
氏
は
金
融
業
な
ど
を
営
ん
で
発
展
し
、
近
世
初
期
に
は

兵
庫
津
の
都
市
共
同
体
の

一
つ
で
あ
る
岡
方
の
名
主
の
地
位
を
独
占
す
る
に
至
る
。

ま
た
、
中
世
後
期
の
尼
崎
の
都
市
核
の

一
つ
で
あ
り
、
京
都
の
本
能
寺
と
並
ぶ
勝

劣
派
日
隆
門
流
の
本
山
寺
院
で
あ
る
本
興
寺
は
、
尼
崎
の
惣
社
で
あ
る
貴
布
禰
社

の
敷
地
に
寺
内
を
拡
大
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
敷
地
の
代
償
と
し
て
尼
崎
惣

中
に
多
額
の
資
金
援
助
を
お
こ
な
う
な
ど
、
経
済
力
を
保
有
し
て
い
た
。

三
好
長
慶
は
こ
の
よ
う
な
京
都
の
後
藤
氏
や
兵
庫
津
の
権
井
氏
、
尼
崎
の
本
興

・
寺
な
ど
、
京
都
や
大
阪
湾
の
港
湾
都
市
に
お
い
て
主
導
的
地
位
を
占
め
た
法
華
宗

寺
院
や
檀
那
に
保
護
を
加
え
て
、
畿
内
の
都
市
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
。

「
永
禄
の
規
約
」
の
成
立
に
尽
力
し
た
堺
の
日
琉
は
、
阿
波
か
ら
河
内
に
侵
攻

し
た
三
好
実
休
に
従
軍
し
、
そ
の
家
臣
団
よ
り
帰
依
を
受
け
た
。
日
耽
も
そ
れ
に

応
え
、
後
に
実
休
の
菩
提
を
弔
う
た
め
堺
に
妙
国
寺
を
建
立
し
た
。
実
休
と
日
琉

言 の
の信
子頼
で関
あ係
つの
た背
こ 景
とに
もは

1 ~~ 
Z宗
な堺
い9の
。宝王
~ぷ%
モ巨 ロ

蒜零
もり

2与
麗争
と~~－

寝屋
門事
法ヨ
華常

宗
と
の
関
係
を
通
じ
て
都
市
の
主
導
者
層
と
の
関
係
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
好
長
慶
が
大
阪
湾
の
港
湾
都
市
を
支
配
す
る
た
め
に
保
護
し
、
父
元
長
の
位

牌
所
と
し
て
二
十
五
回
忌
を
営
ん
だ
堺
の
顕
本
寺
が
属
す
日
隆
門
流
の
本
山
本
能

寺
は
、
勝
劣
派
の
中
心
寺
院
で
あ
っ
た
。
長
慶
の
重
臣
で
あ
る
松
永
久
秀
は
前
述

の
通
り
、

一
致
派
の
中
心
寺
院
で
あ
る
本
国
寺
の
檀
那
で
あ
る
。

三
好
実
休
の
尊

崇
す
る
日
琉
は
両
派
の
仲
介
に
入
っ
た
僧
侶
で
あ
る
。
三
好
氏
権
力
内
の
有
力
者

が
両
派
の
代
表
的
な
寺
院
の
檀
那
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

一
致
派
と
勝
劣
派
の
教
義

を
め
ぐ
る
対
立
を
越
え
た
和
睦
を
斡
旋
す
る
際
に
大
き
な
力
に
な
っ
た
こ
と
は
間

-48-

違
い
な
い
。
た
だ
個
人
の
信
仰
の
問
題
以
上
に
、
檀
那
と
な
っ
た
寺
院
が
勝
劣
派

や
一
致
派
の
代
表
的
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
畿
内
の
諸
都
市
に
お
け
る
法
華

宗
の
寺
院
や
檀
那
の
地
位
を
踏
ま
え
る
と
、
法
華
宗
と
の
関
係
は
三
好
氏
に
と
っ

て
領
国
支
配
上
、
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
三
好
氏
が
「
永
禄
の
規
約
」
の
調
停

を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
た
ん
に
京
都
の
法
華
宗
の
本
山
寺
院
だ
け
で
な
く
、
松
永

（お
）

久
秀
老
母
の
宿
所
に
参
会
し
た
堺
や
尼
崎
の
寺
院
、
さ
ら
に
檀
那
層
を
も
含
め
た

包
括
的
な
法
華
宗
教
団
の
掌
握
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
公
家
社
会
に
お
い
て
も
、
法
華
宗
の
地
位
は
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
。
戦

固
期
の
法
華
宗
寺
院
の
住
持
の
出
自
を
確
認
す
る
と
、
妙
顕
寺
に
は
鷹
司
家
・
木

寺
宮
・
西
国
寺
家
、

立
本
寺
に
は
九
条
家
、
本
満
寺
に
は
近
衛
家
、
妙
蓮
寺
に
は

庭
国
家
、
本
法
寺
に
は
三
条
家
、
本
国
寺
に
は
広
橋
家
・
久
我
家
、
本
能
寺
に
は



伏
見
宮
な
ど
、
多
く
の
公
家
、
そ
れ
も
五
摂
家
な
ど
高
位
の
貴
族
や
宮
家
か
ら
の

｛
却
）

入
寺
が
相
次
い
で
い
た
。
法
華
宗
の
公
家
社
会
へ
の
浸
透
は
、
や
が
て
法
華
宗
寺

院
に
地
位
上
昇
の
志
向
を
も
た
ら
し
た
。

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
間
十
二
月
、
本
国
寺
は
将
軍
足
利
義
輝
を
通
じ
て
門
跡

の
勅
許
を
得
ょ
う
と
奏
上
し
た
。
本
国
寺
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
同
じ
戦
国
仏
教

と
し
て
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た
浄
土
真
宗
の
本
願
寺
が
、
永
禄
二
年
に
門
跡
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
願
寺
は
比
叡

山
西
塔
の
末
寺
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
法
華
宗
寺
院
は
比
叡
山
に
よ
る
末
寺
化

を
拒
否
し
て
い
た
た
め
、
山
門
三
院

・
大
衆
の
反
発
に
あ
い
、
門
跡
の
勅
許
は
下

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
際
、

三
好
氏
は
強
く
本
国
寺
を
擁
護
す
る
対
応
を
と
っ
た
。

【史
料
7
】
松
、
水
久
秀
書
状

就
本
国
寺
住
持
門
跡
事
、
為
上
意
、
御
執
奏
之
処
、
山
門
江
可
被
成
御
届
之

《

h

ハ

角

｝

自
候
、
如
何
在
之
儀
候
哉
、
先
年
佐
々
木
定
頼
申
唆
時
之
書
札
も
、
更
加
様

之
儀
、
不
相
構
事
候
、
若
向
後
申
事
候
者
、
為
此
方
可
申
型
候
、
以
御
執
奏

三好氏と戦国期の法務宗教団〔天野〕

之
旨
、
急
度
勅
許
候
様
ニ
御
馳
走
所
仰
候
、
恐
憧
謹
言
、

A

永

隊

六

年

V

壬
十
二
月
十
四
日

久
秀

（花
押
）

勧
修
寺
殿

広
橋
殿

人
々
御
中

松
永
久
秀
は
、
武
家
伝
奏
が
本
国
寺
住
持
（
久
我
通
堅
の
子
の
双
樹
院
日
勝
）
の
門

跡
成
を
求
め
る
義
輝
の
執
奏
を
比
叡
山
に
知
ら
せ
た
こ
と
を
強
く
批
判
し
、

今
後

は
三
好
方
の
了
解
を
得
る
こ
と
を
確
認
し
、
き
っ
と
勅
許
が
得
ら
れ
る
よ
う
仲
介

に
あ
た
る
よ
う
伝
え
た
。
こ
の
よ
う
な
比
叡
山
の
介
入
を
拒
否
し
、
法
華
宗
側
の

立
場
に
立
っ
た
三
好
氏
の
対
応
は
、

天
文
法
華
の
乱
や
法
華
宗
寺
院
の
洛
中
迎
住

で
比
叡
山
を
介
し
た
対
応
を
と
っ
た
六
角
氏
と
の
聞
に
、
大
き
な
段
階
差
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

本
国
寺
は
当
時
、
清
水
寺
と
の
相
論
や
勝
劣
派
と
の
交
渉
な
ど
で
、
檀
那
で
あ

る
松
永
久
秀
の
援
助
を
得
て
お
り
、
門
跡
問
題
で
も
頼
み
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
、

三
好
氏
は
義
輝
が
解
決
で
き
な
か

っ
た
弘
治
年
間
の
出
雲
国
で
お
こ

お つ
りきた

義語
輝 寺
とと
は特

異議

2主
! ~ 

事存
在次
朝
z 相

官挙
持 z
n 朝

五樗
器量
さ接
れ取
たり
と次
考い
えで
ら解
れ決
るし
。 て

本
国
寺
の
門
跡
成
は
最
終
的
に
は
失
敗
に
終
わ
る
が
、
三
好
氏
が
畿
内
の
都
市
支

配
に
お
い
て
法
華
宗
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
法
華
宗
に
も
顕
密
か
ら
独
立
し

た
地
位
を
確
保
す
る
た
め
、

三
好
氏
と
結
合
し

τい
く
要
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（3
）
三
好
氏
の
対
応
と
織
田
氏
の
対
応

三
好
氏
は
「
永
禄
の
規
約
」
の
調
停
を
お
こ
な
い
、
各
門
流
毎
の
活
動
が
主
体

で
あ
っ
た
法
華
宗
教
団
に
対
し
て
、
恒
常
的
に
宗
派
と
し
て
活
動
で
き
る
要
件
を

整
え
、

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
比
叡
山
に
対
抗
す

る
形
で
法
華
宗
寺
院
に
保
護
を
加
え
て
い
く
。
本
国
寺
の
門
跡
成
は
比
叡
山
の
反

発
に
よ
り
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
武
家
権
力
が
戦
国
仏
教
と
直
接
関
係
を
取
り
結

ぶ
と
い
う
、
顕
密
仏
教
に
対
抗
的
な
、
新
た
な
関
係
が
築
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

三
好
氏
の
後
に
畿
内
を
支
配
し
た
織
岡
信
長
は
、
元
亀
二
年

（一

五
七

こ

に
比

-49ー
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叡
山
を
焼
き
討
ち
に
し
、
顕
密
仏
教
を
武
力
に
よ
り
屈
服
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
天

正
七
年
（
一
五
七
九
）

に
は
安
土
宗
論
が
行
わ
れ
た
。
法
華
宗
と
浄
土
宗
の
宗
論
は
、

文
亀
元
年
（

一五
O
ニ

に
も
、
細
川
政
元
の
前
で
行
わ
れ
た
が
、
は
っ
き
り
し
た

勝
敗
は
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
安
土
宗
論
で
は
、
信
長
は
明
確
に
勝
負
を
つ

け
さ
せ
、
法
華
宗
を
弾
圧
す
る
一
方
で
、
莫
大
な
礼
銭
を
課
す
こ
と
で
敗
れ
た
法

華
宗
の
存
続
を
保
障
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
華
宗
は
信
長
に
屈
服
し
た
が
、
京

都

（「
京
都
十
六
本
山
会
合
」

）
お
よ
び
堺
の
結
合
体
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
維
持

さ
れ
た
。

京
都
と
堺
の
法
華
宗
寺
院
の
結
合
体
は
、
檀
那
で
あ
る
京
都
や
堺
の
都
市
上
層

か
ら
信
長
へ
の
礼
銭
を
徴
収
し
て
お
り
、
両
都
市
に
対
す
る
信
長
の
間
接
的
な
文

配
の
受
け
皿
の
役
目
を
果
た
し
た
。

信
長
は
法
華
宗
寺
院
だ
け
で
は
な
く
、
禅
宗
寺
院
に
対
し
て
も
、
寺
社
内
の
規

約
を
利
用
し
た
間
接
的
な
支
配
方
式
を
採
用
し
た
。

｛史
料
8
】
織
田
信
長
朱
印
状

妙
’し、
寺
法
度
事

長
老
衆
以
連
署
被
相
定
条
数

尤
神
妙

若
有
狸
之
輩
者

如
衆
評
、
任
寺
法
可
被
行
之
状
如
件
、

天
正
十
年
二
月
廿
八
日

信
長

（朱
印
）

関
山
国
師門

徒
中

信
長
は
、
天
正
六
年
に
妙
心
寺
の
長
老
三
十
六
人
が
定
め
た
「
妙
心
寺
法
度
」

を
保
障
し
、
妙
心
寺
自
’
身
の
手
で
「
狼
之
者
」
を
統
制
さ
せ
る
と
と
も
に
、

衆

評」

や
「
寺
法
」
の
遵
守
を
命
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
織
田
信
長
は
箪
事
的
対
立
を
契
機
に
比
叡
山
や
本
願
寺
を
、

宗

論
を
契
機
に
法
華
宗
諸
寺
院
を
圧
伏
し
て
い
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、

「京
都
十
六

本
山
会
合
」
や
「
妙
心
寺
法
度
」
な
ど
、
教
団
内
や
寺
院
内
の
規
約
を
肯
定
し
て
、

自
ら
の
支
配
の
枠
組
み
に
利
用
し
て
い
っ
た
点
は
、

「
永
禄
の
規
約
」
を
調
停
し

た
三
好
氏
の
政
策
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、

三
好
氏
や
織
田
氏
の
裁
決
は
、
自
ら
の
勢
力
闘
に
し
か
及
ば
な
か
っ
た
。

関
東
に
お
け
る
東
金
酒
井
氏
の
末
寺
奪
い
取
り
事
件
に
対
し
て
、
京
都
の
妙
満
寺
は

三
好
氏
の
返
還
要
請
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
た
が
、
東
金
酒
井
氏
は
応
じ
な
か
っ
た
。

天
文
二
十
四
年
（

一
五
五
五
）

に
、
常
陸
の
水
戸
で
天
台
宗
と
真
言
宗
の
絹
衣
相

論
が
起
こ

っ
た
。

こ
の
相
論
は
、
天
台
宗
と
真
言
宗
の
院
家
の
み
に
許
可
さ
れ
て
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い
た
絹
衣
を
、
真
言
宗
の
僧
侶
が
勝
手
に
着
用
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
相
論
で
あ

る
。
法
華
宗
の
東
金
酒
井
氏
に
よ
る
末
寺
奪
い
取
り
事
件
と
同
様
に
、

現
地
で
は

決
着
が
付
か
ず
、
京
都
に
訴
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
信

長
の
朝
廷
・
寺
社
政
策
の
中
で
、
両
宗
の
本
格
的
な
対
立
を
回
避
す
る
た
め
、
真

言
の

一
僧
侶
の
問
題
に
媛
小
化
し
て
、
正
親
町
天
皇
の
論
旨
と
信
長
の
朱
印
状
に

よ
っ
て
裁
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
執
行
は
現
地
の
領
主
で
あ
る
江
戸
氏
に
委

ね
ら
れ
る
し
か
な
か
っ
た
。
最
終
的
な
決
着
は
、
江
戸
氏
を
滅
ぼ
し
て
水
戸
を
領

し
た
佐
竹
氏
が
秋
田
に
転
封
さ
れ
る
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

戦
国
末
期
、
西
国
や
関
東
で
起
こ
っ
た
寺
院
問
の
相
論
は
、
そ
の
地
の
領
主
の

後
押
し
を
受
け
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
在
地
で
は
解
決
が
困
難
で
、

京
都
の
本
山
寺
院
を
経
て
、
畿
内
の
武
家
権
力
に
そ
の
対
応
が
迫
ら
れ
た
。
三
好



氏
や
織
田
氏
は
、
教
団
内
部
の
規
約
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
本
末
関
係
を
強
化
し

て
本
山
寺
院
を
掌
握
す
る
こ
と
で
、
寺
院
の
編
成
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
全
面
的
な
解
決
は
、
豊
臣

・
徳
川
政
権
の
全
国
統

一
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
永
禄
の
規
約
」
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
単
な
る
教
義
上
の
取
り

決
め
で
は
な
か
っ
た
。
永
禄
四
年
（

一
五
六
こ
の
六
角
氏
に
よ
る
軍
事
的
脅
威
へ

の
対
処
と
し
て
結
合
体
が
成
立
し
、
京
都
の
寺
院
の
聞
に
和
睦
の
気
速
が
醸
成
さ

れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
京
都
に
持
ち
込
ま
れ
た
東
金
酒
井
氏
の
末
寺
奪
い
取
り
事

時
T
キ
J

－、
1
；
 
一
致
派
と
勝
劣
派
の
対
立
の
激
化
で
は
な
く
、

「
都
郡
」
の
恒
常
的
な
和

睦
へ
の
気
運
を
一
層
高
め
た
。
そ
し
て
、
三
好
氏
の
調
停
と
保
障
に
よ
り
、

、水
禄

七
年
に
教
義
上
の
相
論
の
停
止
と
末
寺
・
衆
徒
・
檀
那
の
奪
い
取
り
を
禁
じ
た
経

済
的
基
盤
の
安
定
化
を
、
京
都
の
本
山
寺
院
関
で
取
り
決
め
た
「
永
禄
の
規
約
」

が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
の
案
件
に
の
み
臨
時
的
に
成
立
し
て
い
た
結

三好氏と戦国期の法務宗教団〔天野〕

合
体
は
、

「
京
都
十
六
本
山
会
合
」
と
い
う
「
宗
派
」
と
し
て
の
恒
常
的
な
結
合

体
に
転
化
し
て
い

っ
た
。
す
な
わ
ち
「
永
禄
の
規
約
」
は
、

「京
都
十
六
本
山
会

合
」
の
前
提
で
は
な
く
、

出
発
点
と
い
え
る
。

「
永
禄
の
規
約
」
は
、

都
守
説
の
よ
う
に
関
東
の
寺
院
か
ら
の
提
案
に
よ
っ
て

成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
京
都
で
先
行
し
て
い
た
結
合
体
の
成
立
や
和
睦

の
気
運
に
、
末
寺
奪
い
取
り
事
件
を
契
機
と
し
て
関
東
が
追
従
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
関
東
か
ら
の
提
案
は
、
和
睦
の
対
象
を
京
都
だ
け
で
は
な
く
「
都
郡
」
に
拡

大
し
た
点
に
意
義
が
あ
っ
た
。

戦
国
期
の
法
華
宗
教
団
は
、
畿
内
の
諸
都
市
の
町
衆
や
公
家
の
信
仰
を
得
て
社

会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
た

一
方
で
、
内
部
で
は
各
寺
院
や
門
流
に
よ
る
活
動
が
主

体
で
、
外
的
に
は
常
に
武
家
権
力
や
顕
密
寺
院
と
の
対
立
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、

一
授
な
ど
軍
事
的
な
対
抗
か
ら
い
ち
早
く
方
針
を
転
換
し

た
。
ま
た
、
結
合
体
の
内
部
構
造
に
お
い
て
も
、

天
文
年
間
に
は
近
世
段
階
に
み

え
る
有
力
五
カ
寺
と
そ
の
他
の
寺
院
の
階
層
差
や
拙
那
の
結
合
体
の
存
在
な
ど
が

確
認
さ
れ
る
な
ど
、
教
団
の
「
近
世
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
え
る
。

そ
う
し
た
法
華
宗
教
団
の
結
合
体
を
平
時
に
お
い
て
も
恒
常
的
に
維
持
す
る
た

め
の
条
件
を
整
備
し
た
「
永
禄
の
規
約
」
に
際
し
て
、

三
好
氏
は
単
な
る
調
停
者
の

位
置
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

戦
国
期
畿
内
の
諸
都
市
に
お
い
て
法
華
宗
寺

院
や
そ
の
檀
那
は
主
導
的
地
位
に
あ
っ
た
た
め
、
領
国
支
配
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

三
好
氏
の
被
官
が
立
会
人
と
な
り
、
被
官
の
宿
所
に
京
都
と
堺
の
法
華
宗
寺
院
を
参

会
さ
せ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

三
好
氏
の
寺
院
政
策
の

一
環
で
も
あ
っ
た
。
三
好

氏
は
、
比
叡
山
を
介
さ
ず
法
華
宗
教
団
と
直
接
関
係
を
取
り
結
び
、
法
華
宗
寺
院

や
そ
の
檀
那
の
結
合
体
を
間
接
的
統
治
の
回
路
と
し
て
都
市
支
配
に
利
用
し
よ
う

と
し
た
。
ま
た
、
末
寺
や
檀
那
を
統
制
す
る
こ
と
は
、
本
山
寺
院
の
経
済
基
盤
の

保
護
に
も
つ
な
が
り
、
本
山
寺
院
の
要
望
と
も

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
国
仏
教
と
直
接
関
係
を
規
定
し
、
教
団
内
や
寺
院
内
の
規
約
を

保
障
す
る
こ
と
で
、
本
末
関
係
を
自
ら
の
支
配
の
枠
組
み
に
利
用
す
る
三
好
氏
の

寺
社
政
策
は
、
戦
国
仏
教
を
顕
密
体
制
の
枠
組
み
で
捉
え
よ
う
と
し
た
室
町
幕
府

や
六
角
氏
の
寺
社
政
策
か
ら
み
る
と
大
き
な
転
換
で
あ
り
、
戦
国
仏
教
を
顕
密
仏
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教
と
併
置
し
て
い
く
織
田
・
豊
臣
氏
の
寺
社
政
策
と
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

「
永
禄
の
規
約
」
を
め
ぐ
る
三
好
氏
と
法
華
宗
教
団
の
関
係
は
、

室
町
幕
府
の
寺
社
政
策
か
ら
統
一
政
権
の
寺
社
政
策
へ
の
転
換
点
の

一
つ
で
あ
っ

た
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

【註
｝

（1
）
藤
井
学

「
近
世
初
期
の
政
治
思
惣
と
国
家
窓
織
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
O
近

世
二
』
一

九
七
五
年
）
、
湯
浅
治
久

『戦
国
仏
教
中
世
社
会
と
日
蓮
宗
」

（中
公
新

容、

二
O
O九
年
）

（2
）
河
内
将
芳

『中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』

（
忠
文
附
出
版
、

二
0
0
0年
）
、
問

『中

世
京
都
の
都
市
と
宗
教
」

（
恩
文
閥
出
版
、
二
O
O六
年
）

（3
）
立
正
大
学
日
選
教
学
研
究
所
編
『
日
延
数
回
全
史
上
巻
』
（
平
楽
寺
舎
店
、

一
九
七

三
年
）

（4
）
都
守
基

一
「
永
禄
の
規
約
を
め
ぐ
る
中
世
日
蓮
教
団
の
動
向
」
（

「輿
風
」
一

八、

二
O
O六
年
）
、
『
法
泉
寺
文
容
』
所
蔵
の
妙
顕
寺
陥
蔵
「
永
様
之
旧
規
勝
劣

一
致

和
隆
之
次
第
案
文
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
二

O
O
九
年
現
在
、
岡
山
県
立
記
録

資
料
館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。

（5
）
注

（3
）
参
照
。

（6）

「本
閣
寺
文
書
』
「
三
好
長
慶
書
状
」

（
永
禄
六
年
）
八
月
七
日
付
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
影
写
本
）

（7
）
「
本
閣
寺
文
脅
』

「
本
土
寺
日
隆
脊
状
」
（
永
禄
六
年
）
九
月
十
四
日
付

（
「大
田

区
史
』
資
料
編
ニ
）

（8
）
注

（4
）

（9
）
注
（
4
）

（日
）
『
消
水
寺
文
書
』

「
手
日
記
」
（

『消
水
寺
史
」
三
）

、

『後
鑑
』
所
収
『
広
布
録
』

「室
町
幕
府
奉
行
人
述
回
宥
奉
書
写
」
永
禄
六
年
十
月
二
十
四
日
付

（U
）
中
尾
発
「
寺
院
共
有
文
書
と
寺
院
結
合
！

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
住
類
』
を
め
ぐ

っ
て
｜
」
（
同

『日
巡
兵
殴
遺
文
と
寺
院
文
住
』
吉
川
弘
文
館
、

二
O
O二
年
、
初

出
は
一
九
九

一
年
）

（
ロ
）
古
川
元
也

「
中
近
世
移
行
期
の
法
華
宗
寺
内
組
織
と
檀
徒
の
構
造」

埜
利
彦
編

『中
近
世
の
宗
教
と
国
家
』
岩
図
書
院
、

一
九
九
八
年
）

（
日
）
注

（2
）

（M
）
頂
妙
寺
文
書
編
纂
会
編
『
頂
妙
寺
文
昏

・
京
都
十
六
本
山
会
合
用
容
類
』
四
、
大
塚

工
藤
社
、

一
九
八
六
年
）

（
日
）
頂
妙
寺
文
書
編
纂
会
編

『頂
妙
寺
文
書

・
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
」
二
、
大
塚

工
藤
社
、

一
九
八
六
年
）

（同
）
今
谷
明
『
天
文
法
撃
の
乱
』

（平
凡
社、

一
九
八
九
年
）

（げ）

『二
水
記
」
天
文
元
年
人
月
十
七
日
粂

（川崎
）
『
・本
満
寺
文
山
口
』
「
細
川
附
元
舎
状
」

（天
文
二
年
）
四
月
七
日
付
（

『日
蓮
宗
宗

学
金
書
」
一一一一）

（mw
）

『本
能
寺
文
書
』

「
法
華
宗
十
五
本
山
迷
署
申
定
条
々
案
」
天
文
十
六
年
二
月
日
付

（
『本
能
寺
史
料
」
中
世
箱
、
思
文
郎
出
版
、

二
O
O六
年
）
、
山
門
三
院
執
行
代

御
房
宛
お
よ
び
六
角
氏
奉
行
人
の
平
井
加
賀
守
（
高
好
）

・
進
藤
山
城
守

（貞
治
）

宛
が
あ
る
。

（却
）

『本
能
寺
文
書
』

「
法
華
宗
惣
代
三
ヶ
寺
連
署
申
定
条
々
案
」
天
文
十
六
年
月
日
付

（
『本
能
寺
史
料
』
中
世
篤
、
恩
文
樹
出
版
、

二
O
O
六
年
）

（幻）

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
性
類
』
（
頂
妙
寺
文
書
編
纂
会
編

『頂
妙
寺
文
魯

・
京
都

十
六
本
山
会
合
用
書
類
』

一
、
大
塚
工
義
社
、

一
九
八
六
年
）

（詑
）

『
離
宮
八
幡
宮
文
鈴
」

「
六
角
氏
奉
行
人
速
署
禁
制
」
永
禄
四
年
八
月
十
六
日
付

（お）

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』

「
諸
寺
代
本
満
寺
日
願
・
本
法
寺
莱
連
署
書
状
案
」

（
天
正
十
三
年
）
九
月
二
十
八
日
付
（
頂
妙
寺
文
書
編
纂
会
編

『頂
妙
寺
文
書
・
京

都
十
六
本
山
会
合
用
借
類
』
一

、
大
塚
工
獲
社
、

一
九
八
六
年
）

（担
）

『本
能
寺
史
料
』

（
中
世
筋
、
思
文
閣
出
版
、
二
O
O
六
年
）

（お
）

『後
法
興
院
近
衛
政
家
記
」
明
応
五
年
六
月
二
十
日
、

二
十
四
日
、
二
十
七
日
条

（お
）
注
（
2
）

（
幻
）
京
都
市
編

『京
都
の
歴
史
問
桃
山
の
開
花
」
学
芸
書
林
、
一
九
六
九
年
）

（お）

『京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』

「
松
永
久
通
岱
状
」

（
永
禄
八
年
）
八
月
二
十
三

（
今
谷
明

・
高

-52一
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日
付
（
頂
妙
寺
文
書
編
纂
会
編

『頂
妙
寺
文
書

・
京
都
十
六
本
山
会
合
用
書
類
』

大
塚
工
纂
社
、

一
九
八
六
年
）

（却）

『擁
州
府
志
』

（初
）
注

（2
）

（
氾
）
今
谷
明

『一言
継
卿
記
公
家
社
会
と
町
衆
文
化
の
接
点
」

（
そ
し
え
て
、

一
九
八
O

年
）
、
同

『京
都

・
一
五
四
七
年
』
（
平
凡
社
、

一
九
八
八
年
）

（M
M
）「一一

継
卿
記』

天
文
十
八
年
九
月
七
日
、
天
文
十
九
年
三
月
七
日
、
同
年
四
月
四
日
、

同
年
四
月
十
七
日
、

天
文
二
十

一
年
十
一
月
二
十
八
日
、
天
文
二
十
二
年
七
月
二
十

八
日
、
同
年
七
月
三
十
日
粂
な
ど
。

（お
）
佐
藤
博
信
『
中
世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
O
O三
年
）

（M
A
）

『本
能
寺
文
書
」

「
岡
山
歴
譜
（
日
唱
本
）

」

（藤
井
学

・
波
多
野
郁
夫
編

「本
能

中守
史
料
」
古
記
録
編
、
思
文
間
出
版
、

二
O
O
二
年）

（お
）
天
野
忠
幸
「
大
阪
湾
の
港
湾
抑
制
市
と
三
好
政
権

1
法
華
宗
を
媒
介
に
｜
」
（
『
抑制
市

文
化
研
究
」
四
、
二
O
O
四
年
）

（お
）
矢
内

一
磨
「
堺
妙
図
寺
蔵
「
己
行
記
」
に
つ
い
て

l
史
料
研
究
を
中
心
に
｜
」
（

『堺

市
博
物
館
報
』
二
六、

二
O
O七
年
）

（幻
）
泉
澄
一

『堺
中
世
自
由
都
市
」

（教
育
社
歴
史
新
書
、

一
九
八

一
年
）

（お
）
注
（
4
）
「
莱
書
状
案
」

就
本
迩
之
儀
、
可
被
及
対
論
之
旨
承
及
候
、
先
年
於
京
都
静岡
寺
被
仰
談
、
天
下

一
統

候
之
処
、
只
今
兎
角
之
儀
、
尤
不
可
然
候
、
法
迎
之
儀
与
、
乍
申
静
論
子
綱
、
如
何

可
有
候
ヤ
、
若

殿
様
被
問
召
候
者
、
門
徒
大
切
之
基
候
欺
、
拙
者
宗
国
日
之
儀
候
へ
者
、
乍
制
問
酌
如
此

候
、
定
而
背
法
度
逃
・
立
之
仁
、
可
有
之
候
之
問
、
急
度
可
被
仰
付
事
肝
要
候
、

就
不
慮
之
誇
論
出
来
、
従
宮
内
卿
法
印
被
成
御
意
見
候
、
早
々
御
無
事
尤
候
、
感
札

進
上
之
段
、
指
出
迷
惑
仕
候
へ
共
、
以
先
年
筋
目
可
申
入
之
由
候
之
問
如
斯
候
、
尚

可制特
御
意
候
、
恐
位
、

七
月
廿
日

本
興
寺
殿

御
同
宿
中

恐
ん
べ
諮
雷

一、

長
途
寺
御
同
宿
中

右
の
史
料
は
、

荒
木
村
重
に
よ
っ
て
尼
崎
に
長
途
寺
の
寺
内
が
建
立
さ
れ
た
天
正
二

年

（一

五
七
四
）
以
後
、
宮
内
卿
法
印
は
堺
代
官
松
井
友
関
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
天
正
十
四
年
ま
で
の
間
に
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尼
崎
に
お
い
て
勝
劣
派

日
隆
門
流
の
本
山
で
あ
る
本
興
寺
と

一
致
派
六
条
門
流
の
長
遠
寺
が
教
義
に
つ
い
て

対
論
に
及
ぼ
う
と
し
た
時
に
、
「
永
禄
の
規
約
」
に
よ
っ
て
、
織
田
（
艶
臣
か
）
政

権
か
ら
中
止
が
求
め
ら
れ
た
。

（mm
）
注
（
幻
）

（川町
）
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
六
年
間
十
二
月
六
日

・
二
十

一
日
・
二
十
九
日
条

（H
U
）
京
都
大
学
文
学
部
古
文
密
室
写
真
帳
「
京
都
東
山
御
文
庫
所
蔵
文
省
』一一。

河
内
将

芳
氏
よ
り
教
示
を
得
た
。

（必
）
天
野
忠
幸
「
一
－一好
政
権
と
将
軍
・
天
皇
」

（
『織
些
期
研
究
」
八、

ニ
O
O六
年
）

（必）

『後
法
興
院
近
衛
政
家
記
』
文
色
元
年
五
月
二
十
四
日
i
二
十
九
日
条
、
『
実
隆
公

記
」
文
也
元
年
五
月
二
十
四
日
条
。
「
後
法
興
院
近
衛
政
家
記
』
文
也
元
年
五
月
二

十
五
日
条
に
お
い
て
、
本
国
寺
は
「
当
宗
勝
問
答
」
と
一言
っ
た
の
に
対
し
、
実
隆
は

「日
蓮
宗
雌
伏
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

（必
）
奥
野
高
成

「噌
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
」

（
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
O
年）

（必
）
鈴
木
芳
道

「戦
闘
期
常
陸
国
江
戸
氏
領
絹
衣
相
論
に
窺
う
都
鄭
問
権
威

・
権
力

・
秩

序
構
造
」

（『
鷹
陵
史
学
』
二
五、

一
九
九
九
年
）

【付
記
】
本
研
究
は
日
本
学
術
援
興
会
の
科
学
研
究
費

（特
別
研
究
員
奨
励
費
）
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
す
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

F
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